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�広報たけた  平成20年11月号

　
　
ご  

あ  

い  

さ  

つ

　
第
63
回
国
民
体
育
大
会
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
大
分

国
体
」
竹
田
市
開
催
競
技
が
関
係
各
位
は
も
と
よ

り
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
に

よ
り
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
た
だ
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

競
技
に
つ
き
ま
し
て
は
、
天
候
不
順
に
よ
り
１
回

戦
の
み
で
中
止
の
止
む
無
き
に
至
り
ま
し
た
こ
と

は
、
唯
一
の
心
残
り
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
国
体
は
、
準
備
段
階
か
ら
自
治
会
、
小

中
学
校
は
じ
め
各
種
団
体
の
皆
様
に
、
花
い
っ
ぱ

い
運
動
や
の
ぼ
り
旗
の
製
作
、
応
援
の
竹
バ
チ
作

り
、
清
掃
活
動
等
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
大
会

本
番
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
各
競
技
会

場
に
お
い
て
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
活

躍
や
花
い
っ
ぱ
い
運
動
等
に
よ
る
歓
迎
装
飾
、
選

手
へ
の
手
作
り
の
記
念
品
、
だ
ん
ご
汁
提
供
等
、

積
極
的
な
お
も
て
な
し
が
大
変
好
評
で
あ
り
ま
し

た
。
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
皆
様
と
市
民
の
皆
様
と

の
交
流
の
輪
が
広
が
り
、
ス
ポ
ー
ツ
の
持
つ
魅
力

を
お
互
い
に
感
じ
会
え
る
こ
と
で
国
体
を
身
近
に

感
じ
、
盛
り
上
が
り
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
お
お
い
た
国
体
」
で

得
た
貴
重
な
経
験
を
活
か
し
、
こ
の
大
会
に
結
集

さ
れ
た
市
民
の
皆
様
の
情
熱
を
原
動
力
と
し
て
、

市
民
と
行
政
が
協
働
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
終
わ
り
に
、
本
大
会
開
催
に
あ
た
り
ま
し
て
ご

支
援
、
ご
尽
力
賜
り
ま
し
た
多
く
の
市
民
の
皆
様
、

そ
し
て
関
係
機
関
、
団
体
の
皆
様
に
改
め
て
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
お
礼
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
お
お
い
た
国
体

竹
田
市
実
行
委
員
会
会
長

　
牧

　
剛
尓

—
 

第
63
回
国
民
体
育
大
会 —
感
動
、
い
つ
ま
で
も
…

「
支
え
て
く
れ
た
人
へ
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い
」

　
山
岳
／
少
年
女
子
リ
ー
ド
決
勝
　
手
を
つ
な
い
で
コ
ー
ル
ゾ
ー
ン
か
ら

出
て
く
る
五
十
嵐
純
（
左
）・
志
賀
愛
両
選
手
（
と
も
に
竹
田
高
）
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県
勢
、
大
健
闘
！
山
岳
競
技

少年女子リード  ３位！

「ガンバ！」
地元の大声援を背に…

新しくなった
山岳競技
みんなで

支え合いました

第63回国民体育大会　山岳競技結果

女子は総合 8 位入賞！喜びに沸く県選手団

少
年
女
子
リ
ー
ド
決
勝

（
手
前
が
五
十
嵐
純
選
手

奥
は
志
賀
愛
選
手
）

少年男子ボルダリング予選

（佐藤秀一選手）
成年女子ボルダリング予選（左が
山本樹理選手　右が川尻三華選手）

成年男子リード予選（手前が田
嶋一平選手　奥が村岡賢治選手）

（佐藤貴洋選手）

地元自治会や高校の横断幕による応援

会場美化は私たちがします。

ホ
ー
ル
ド
を
磨
く

竹
田
高
校
山
岳
部
員

山
本
樹
理
先
生　

入
賞
お

め
で
と
う
！
（
左
か
ら
曽

根
拓
也
君
・
黒
阪
帆
わ
た
る

君
・

油
布
健
太
郎
君
）

リード競技
【成年男子】

1位 宮　城
2位 千　葉
3位 栃　木

15位 大　分
（田嶋一平・村岡賢治）

【成年女子】	 	
1位 茨　城
2位 愛　知
3位 宮　城

10位 大　分
（山本樹里・川尻三華）

【少年男子】	 	
1位 佐　賀
2位 千　葉
3位 長　野

11位 大　分
（佐藤貴洋・佐藤秀一）

【少年女子】	 	
1位 富　山
2位 山　口

3位 大　分
（五十嵐純・志賀愛）

男女総合成績
1位 宮　城
2位 千　葉
3位 北海道
15位 大　分

ボルダリング競技
【成年男子】

1位 宮　城
2位 滋　賀
3位 山　口

9位 大　分
（田嶋一平・村岡賢治）

【成年女子】
1位 茨　城
2位 北海道
3位 埼　玉

8位 大　分
（山本樹里・川尻三華）

【少年男子】
1位 神奈川
2位 北海道
3位 岩　手

9位 大　分
（佐藤貴洋・佐藤秀一）

【少年女子】
1位 山　口
2位 千　葉
3位 山　梨

7位 大　分
（五十嵐純・志賀愛）

女子総合成績
1位 茨　城
2位 山　口
3位 富　山
8位 大　分
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皆で勝ち取った栄光
ラグビーフットボール競技

第63回国民体育大会　ラグビー試合結果

秋
田
県

大
分
県

東
京
都

大
阪
府

広
島
県

三
重
県

千
葉
県

福
岡
県

三重県

１回戦

準決勝

決　勝

１位　三重県
２位　大分県
３位　千葉県
３位　大阪府
５位　福岡県
５位　秋田県
７位　広島県
７位　東京都

【成年男子】

ONE FOR ALL   ALL FOR ONE
〜 一人はみんなのために　みんなは一人のために 〜

総合優勝を勝ち取り、ブロンズ像を誇らしげに掲げる

子どもからお年寄りまで…
スタンドはほぼ満席（決勝戦）

気迫！

色鮮やかな花は早朝からのお世話のおかげで
した（竹田市豊の船の会の皆さん）得点表示や場内放送は、高校生が担当

トライを決めて喜ぶ大分フィフティーン

7 52

21 14 37 7

15 40 1912 0 74 35 29

成
年
男
子
成
績

１位　大分県
２位　福岡県
３位　三重県
４位　千葉県
４位　愛知県
４位　大阪府
４位　佐賀県
８位　東京都

総
合
成
績
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ソフトボール競技無念の中止

　
大
会
３
日
目
、
降
り
し
き
る
雨
の
中
、

「
競
技
中
止
」
の
場
内
放
送
が
各
会
場
で

流
れ
た
。
各
会
場
で
た
め
息
が
起
こ
る
。

そ
ん
な
中
、
荻
会
場
で
は
１
台
の
バ
ス

が
到
着
し
、
北
海
道
選
手
団
が
降
り
て

い
た
。
会
場
内
は
温
か
い
笑
顔
と
拍
手

に
包
ま
れ
、
選
手
団
は
笑
顔
で
応
え
て

い
た
。

　
彼
ら
は
、
遠
い
北
の
大
地
か
ら
や
っ

て
き
た
。
し
か
し
、
１
試
合
も
で
き
ず

に
帰
路
に
つ
く
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
国
体
は
毎
年
開
催
さ
れ
る
が
、「
お

お
い
た
国
体
」
は
今
、こ
の
時
だ
け
。「
ま

た
と
な
い
こ
の
時
を
後
悔
さ
せ
た
く
な

い
。
試
合
の
か
わ
り
に
良
い
思
い
出
を
。」

と
会
場
内
の
誰
も
が
思
っ
て
い
た
。

　「
１
番
ピ
ッ
チ
ャ
ー
○
○･･･

」
と
ハ
ン

ド
マ
イ
ク
に
よ
る
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
コ
ー

ル
が
響
い
た
。
彼
ら
に
と
っ
て
今
大
会

初
め
て
の
コ
ー
ル
。
選
手
は
堂
々
と
立

ち
上
が
り
、
一
礼
を
す
る
。
拍
手
と
歓

声
が
起
こ
る
。
子
ど
も
た
ち
手
作
り
の

応
援
旗
と
選
手
団
か
ら
の
贈
り
物
の
交

換
や
、
地
元
の
人
の
心
の
こ
も
っ
た
だ

ん
ご
汁
、
子
供
た
ち
が
サ
イ
ン
や
握
手

を
求
め
、
あ
ち
こ
ち
で
広
が
る
語
ら
い

の
輪
…
、
休
憩
所
が
北
海
道
選
手
団
と

地
元
住
民
の
交
流
の
場
に
変
わ
っ
て
い

た
。
す
る
と
、
一
人
の
選
手
が
、
水
が

浮
か
ぶ
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
向
か
い
、
豪
快

に
ヘ
ッ
ド
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
。
そ
の
選

手
は
、
国
体
初
出
場
だ
っ
た
。
プ
レ
ー

が
出
来
な
か
っ
た
無
念
さ
を
ぶ
つ
け
た

の
か
、
あ
る
い
は
「
感
謝
」
の
気
持
ち

な
の
か
。
会
場
の
盛
り
上
が
り
は
最
高

潮
に
達
し
た
。

　
雨
が
も
た
ら
し

た
大
き
な
贈
り

物
。
地
域
を
越
え
、

世
代
を
越
え
、
皆

で
和
や
か
に
時
を

過
ご
す
。
競
技
を

通
じ
て
「
心
」
の

ふ
れ
あ
い
が
で
き

る
、
こ
れ
が
「
国

体
」
の
本
来
の
目

的
な
の
か
も
し
れ

な
い
。

雨
が
く
れ
た
贈
り
物
　
〜
も
う
ひ
と
つ
の
「
国
体
」
〜

第63回国民体育大会　ソフトボール試合結果

愛 知 県
大 分 県
大 阪 府

千 葉 県
長 崎 県
福 井 県

福 島 県
山 形 県
群 馬 県
広 島 県
石 川 県
高 知 県
北 海 道

第１位
北海道
山形県
千葉県
福井県
愛知県
大阪府
広島県
高知県

群 馬 県
愛 知 県
兵 庫 県

徳 島 県
宮 城 県
大 分 県

福 岡 県
長 野 県
島 根 県
北 海 道
神奈川県
岩 手 県
沖 縄 県

第１位
群馬県
神奈川県
愛知県
島根県
徳島県
福岡県
大分県
沖縄県

【成年男子】※準決勝以降は雨のため中止

【成年女子】※準決勝以降は雨のため中止

【少年女子】※準決勝以降は雨のため中止
神奈川県
愛 知 県
福 井 県

兵 庫 県
岩 手 県
京 都 府

福 岡 県
佐 賀 県
広 島 県
大 分 県
栃 木 県
北 海 道
徳 島 県

第１位
栃木県
神奈川県
愛知県
京都府
兵庫県
徳島県
佐賀県
大分県

少年女子　１回戦
大分待望の先取点！
ガッツポーズの増野選手と
歓喜の大分ベンチ

成年女子・大分ナイン

一方で敗戦に無念の涙 ･･･
成年男子・大分ナイン

試合ができるように
願いをこめて整備を
するが… あの上野投手は結局、

凱旋登板ならず…

1
5

10
4

3
0

3
2

4
0

1
0

2
1

0
2

5
0

4
1

1
8

3
5

2
4

4
0

9
10

総
合
成
績

○第１位
　愛 知 県

○第２位
　北 海 道
　千 葉 県
　神奈川県

　兵 庫 県
　徳 島 県
　高 知 県

　大 分 県
　沖 縄 県
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　10月からケーブルネットワーク加入推進説明会を市内全域で開催しています。
　説明会では、防災無線に代わり新たに設置する音声告知端末機やテレビ放送サービス・イン
ターネットサービス等の内容、加入の方法、初期費用や使用料などの説明を行いますので、全
世帯の参加をお願いします。

電気工事店、電器店
などの事業者の方へ

ケーブルネットワークのテレビに係る
宅内工事指定業者を募集します。

　市のケーブルネットワークのテレビに係る宅内工事を行うには、市が指定する講習会を受講し、｢宅内工事
指定業者｣の申請をしていただく必要があります。
　指定業者を希望される事業者の方は、12月19日までに企画情報課（63-4801）までご連絡ください。宅
内工事指定業者の主な要件は以下のとおりです。
　○個人の場合は市内に住所を有し、法人の場合は事務所又は営業所等を市内に有すること。
　○電気工事業又は電気器具販売に付随する工事(以下｢電気工事業等｣)を1年以上営み、相当の資産と信用を

有すること。
　○電気工事業等に1年以上引き続き従事し、かつ、市が実施する宅内工事主任技術者講習を受講し主任技術

者として登録されたものが1人以上専属していること。
　○市税を完納していること。
※宅内工事主任技術者講習は平成21年１月に実施する予定です。

７ページの日程に出席できない方へ
日程表の中の、市の施設(公民館･分館等)での説明会に出席をお願いいたします。

地区 月　日 時　間 場　　　所
久　住 11月11日㈫ 10:00〜12:00 久住公民館（機能回復訓練室）
白　丹 11月11日㈫ 14:00〜16:00 白丹公民館（和室）
都　野 11月12日㈬ 10:00〜12:00 都野公民館（和室）
長　湯 11月12日㈬ 14:00〜16:00 総合支所（大会議室）
下竹田 11月13日㈭ 10:00〜12:00 山村交流センター
宮　城 11月20日㈭ 10:00〜12:00 宮城分館
荻 11月21日㈮ 10:00〜12:00 荻公民館（中会議室）
柏　原 11月21日㈮ 14:00〜16:00 柏原公民館

昼間の説明会も開催します
　右表のとおり、各地区の説明会終了後に、
昼間の説明会も行いますので、自治会単位
の説明会に出席できなかった方は参加をお
願いいたします。

加入推進説明会での主な質問内容について

質　　　問 回　　　　答

告
知
端
末
機

告知端末機は、無料？ 現在の防災行政無線の代わりに設置しますので、設置費用、
使用料は無料です。全世帯の申込みをお願いします。

今の防災行政無線はどうなるのか？
告知端末機の整備が終わった地域から、無線の放送をやめ、
告知端末機の放送へ切り替えます。屋外の拡声器は、光ケー
ブルを接続し放送します。

テ
レ
ビ
放
送
サ
ー
ビ
ス

加入率は低くならないか？

県内他市町村の公営ケーブルテレビでは、加入率はすべて
70％を超えており、多くは 90％を超えています。市では、
プロジェクトチームを結成し全職員で加入推進に取り組ん
でいきます。

仮に加入率が低くなった場合、
基本使用料 1,400 円はどうなる？

基本使用料は、大きな経済情勢の変化や消費税率が上がら
ない限り、上げることはありません。

アンテナで地上デジタル放送が受信で
きれば、市のテレビ放送サービスへ加
入する必要がないのでは？

市のテレビ放送サービスは、①地域情報や市からのお知ら
せなど竹田市内の情報を映像やデータ放送で視聴できる。
②福岡の放送局3局を見ることができる。③ＩＰ電話によ
り加入者間の市内通話が無料でできる。などのメリットが
ありますので、是非加入をお願いします。
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ケーブルネットワーク特集第��回

ケーブルネットワーク加入推進説明会を開催しています。
日　程
今月号の日程掲載地区は、荻・柏原・竹田・玉来・松本・入田・嫗岳・宮砥・菅生・宮城・城原です。

【　荻　地　域　】　　　時間＝１９：００〜２０：３０
地区 月　日 場　　所 対象自治会名

荻

11月４日㈫ 荻公民館中会議室 桜町東
馬場公民館 馬場

11月５日㈬
荻公民館中会議室 桜町西

荻老人福祉センター
（歯科診療所） 桜町南

11月６日㈭ 桑木多目的集会所 桑木
桜町栄区集会所 桜町栄

11月７日㈮ 政所自治会公民館 政所
木下公民館 木下

11月10日㈪ 新藤公民館 新藤
藤渡公民館 藤渡

11月11日㈫ 高城自治会公民館 高城
南河内公民館 南河内

11月12日㈬ 恵良原生活改善センター 恵良原
馬背野公民館 馬背野

柏
　
　
　
　
原

11月13日㈭ 大平ふるさと交流の家 大平、陽目
柏原区公民館 柏原

11月14日㈮ 叶野公民館 叶野
高練木 生活改善センター 高練木

11月17日㈪ 瓜作公民館 瓜作、北原
仏面公民館 仏面

11月18日㈫ 宮平公民館 宮平
田代公民館 田代

11月19日㈬ 鴫田公民館 鴫田
西福寺多目的集会所 西福寺

【　竹　田　地　域　】　　　時間＝１９：００〜２０：３０
地区 月　日 場　　所 対象自治会名

竹	

　
　
　	
田

11月20日㈭ 竹田分館大広間 西古町、東古町、浦町、慶順町

11月21日㈮ 上角地区集会所 上角東、上角西
竹田分館大広間 中本町、下本町、東本町、下町

11月25日㈫ 竹田分館大広間 府内町、向町、田町、新町
11月26日㈬ 竹田分館大広間 上本町、上町、殿町、久戸

11月28日㈮ 竹田分館大広間 寺町、溝川
片ケ瀬集会所 片ケ瀬

12月１日㈪ 竹田分館大広間 鷹匠町、杣谷、岡城通り、提灯谷
12月２日㈫ 竹田分館大広間 城北町、川向
12月８日㈪ 竹田市文化会館大会議室 山手、山川、鬼ケ城、茶屋ノ辻

玉
　
　
　
　		

来

11月14日㈮ 玉来分館体育館 東中(1-7班)
11月20日㈭ 玉来分館集会室 桜瀬、東、恵良
11月21日㈮ 玉来分館体育館 東中(8-16班)

11月25日㈫ 大正公民館 大正
拝田原集会所 拝田原

11月26日㈬ 玉来分館集会室 西中
12月１日㈪ 吉田八幡社社務所 吉田

12月２日㈫ 岩本集会所 岩本
中尾八幡社社務所 中尾

12月５日㈮ 玉来分館体育館 西
12月９日㈫ 竹田市文化会館大会議室 阿蔵
12月10日㈬ 竹田市文化会館大会議室 阿蔵

松
　
　
　	

本

12月４日㈭ 向山田生活改善センター 向山田
渡瀬生活改善センター 薊菜、渡瀬、松恵

12月５日㈮ 大津留上集会所 大津留上
栃鶴自治会集会所 栃鶴

12月９日㈫ 松本分館 下田、穴井迫、漆迫、岩瀬
12月10日㈬ 大津留下自治会集会所 大津留下

12月11日㈭ 下矢倉集会所 下矢倉、音羽
松円自治会集会所 松円

12月12日㈮ 下矢倉団地集会所 下矢倉団地

【　竹　田　地　域　】　　　時間＝１９：００〜２０：３０
地区 月　日 場　　所 対象自治会名

入	

　
　
　
　
田

12月３日㈬ 小高野公民館 小高野
矢原生活改善センター 矢原、姿岩本

12月４日㈭ 河宇田公民館 河宇田
泉水公民館 大仲寺、泉水

12月９日㈫ 笹尾コミュニティセンター 笹尾

12月10日㈬ 大津留公民館 大津留
長小野生活改善センター 長小野

12月11日㈭ 政所公民館 政所、太田原
牧公民館 牧

嫗	
　
　
岳

12月３日㈬ 倉木生活改善センター 倉木下、倉木上
田井生活改善センター 田井

12月５日㈮ 嫗岳分館 横平

12月８日㈪ 井出の上公民館 吐合、井手の上
名子公民館 名子、中角、辻原

宮
　
　
　
　	

砥

11月25日㈫ 次倉集会所 次倉

11月26日㈬ 宮砥分館 中央、妙見
瀬の口公民館 高山、宮戸、瀬の口

11月27日㈭ こしきの杜 宮砥田原、久小野、緩木
紺屋公民館 紺屋

11月28日㈮ 滝部公民館 滝部
百木公民館 百木

12月１日㈪ 小川公民館 九重野小川

菅
　
　	

生

11月27日㈭ 原山地区生活改善センター 原山
戸上公民館 戸上

12月１日㈪ 菅生農村環境改善センター 旧池部、池部、田代、平井、下菅生南
12月２日㈫ 菅生農村環境改善センター 上菅生、戸上南、西戸上
12月８日㈪ 菅生農村環境改善センター 中央、下菅生北
12月９日㈫ 菅生農村環境改善センター 楠野、下今、上今

宮	

　
　
　
城

11月４日㈫ 川床公民館 川床下、上川床

11月５日㈬ 下志土知集会所 下志土知
志土知公民館 川床米納戸、志土知

11月６日㈭ 刈小野コミュニティセンター 刈小野下、刈小野
古園公民館 古園

11月７日㈮ 宮城分館 下志土知下、炭竈、上坂田東、上坂田西
上畑公民館 上畑

11月10日㈪ 久保公民館 久保
三本松公民館 三本松

城		

　
　
　
　
　
　
　
　
　
原

11月11日㈫ 紙漉集会所 紙漉
米納生活改善センター 米納

11月12日㈬ 城原小学校体育館 神町、宮の上、柚長
雉ヶ平公民館 雉ヶ平

11月13日㈭ 高伏公民館 上高伏、高伏
城原地区館 法泉、轟木

11月14日㈮ 森屋公民館 森屋

11月17日㈪ 下坂田東公民館 下坂田東、下坂田西
木原公民館 木原

11月18日㈫ 下深迫集会所 下深迫
上深迫公民館 上深迫

11月19日㈬ 神川集落センター 神川
福原公民館 福原

11月20日㈭ 鉢山地区集会所 鉢山
北尾鶴地区集会所 北尾鶴、長田尾

11月21日㈮ 熊地構造改善センター 城原小川、熊地

日程にある地区以外の方へ 
　その他の地区の開催時期と ｢広報たけた｣ への日程掲載
月は下表のとおりです。
地域 地区 開　催　時　期 掲載月

竹　田

岡　本 12月12日 〜 12月18日 12
明　治 12月18日 〜 12月25日 12
豊　岡 12月12日 〜 12月22日 12
玉　来 11月14日 〜 12月10日 11･12
松　本 12月４日 〜 12月12日 11･12
入　田 12月３日 〜 12月11日 11･12
菅　生 11月27日 〜 12月９日 11･12



�広報たけた  平成20年11月号

　

11
月
９
日
㈰
か
ら
15
日
㈯
ま
で
、

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
時
季
を
迎
え
、
火
災
予
防

思
想
の
普
及
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
死
者
を

減
少
さ
せ
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

◇
火
災
予
防
の
取
組
み

○
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
義

務
化
に
向
け
て
、
早
期
設
置
の

促
進

○
住
宅
用
消
火
器
等
の
防
災
機
器

の
普
及
促
進

○
防
炎
品
の
衣
服
等
の
普
及
促
進

○
高
齢
者
の
災
害
時
要
援
護
者
の

把
握
と
安
全
対
策

○
防
火
チ
ラ
シ
の
配
布
や
旗
等
に

よ
り
周
知
徹
底

○
特
定
防
火
対
象
物
に
お
け
る
防

火
対
策
の
徹
底

『
守
ろ
う
命
、
付
け
よ
う

　
　

住
宅
用
火
災
警
報
器
』

　

竹
田
市
内
で
は
、
昨
年
、
今
年

と
１
名
の
焼
死
者
が
出
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
竹
田
市
消
防

本
部
で
は
住
宅
防
火
を
最
優
先
課

題
と
し
て
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

※
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
平
成

23
年
６
月
１
日
か
ら
設
置
が
義

務
化
さ
れ
ま
す
。（
新
築
住
宅
に

つ
い
て
は
平
成
18
年
６
月
１
日

か
ら
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。）

◇
住
宅
防
火
の
命
を
守
る

　

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　
〝
３
つ
の
習
慣
〟

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
し
な
い
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
物
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

○
ガ
ス
コ
ン
ロ
等
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

　
〝
４
つ
の
対
策
〟

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

○
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
、
防
炎

品
を
使
用
す
る
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置

す
る
。

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

竹
田
市
消
防
署

竹
田
市
消
防
団

『
火
の
し
ま
つ　
君
が
し
な
く
て　
誰
が
す
る
』

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
が
始
ま
り
ま
す

　

今
年
で
60
回
目
を
迎
え
る
画

聖
「
田
能
村
竹
田
」
先
生
を
し
の

ぶ
美
術
祭
の
審
査
が
、
10
月
16
日

に
竹
田
市
体
育
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
、
絵
画
の
部
、
書
写
書
道
の
部

に
出
品
さ
れ
た
５
、８
６
３
点
の

中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
28
点
が
特
賞
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
入
選
作
品
は
11
月
１
日

㈯
か
ら
４
日
㈫
ま
で
竹
田
市
体
育

セ
ン
タ
ー
に
展
示
さ
れ
ま
す
。

※
主
な
特
賞
受
賞
者
（
敬
称
略
）

〈
書
写
書
道
の
部
〉

・
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞

　

三
重
野
璃
乃

　

（
大
分
市
立
舞
鶴
小
６
年
）

〈
絵
画
の
部
〉

・
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞

　

後
藤　
　

倭
（
城
原
小
１
年
）

・
竹
田
市
長
賞

　

添
田　

珠
海
（
明
治
小
２
年
）

・
竹
田
市
長
賞

　

木
許　

愛
理
（
岡
本
小
６
年
）

・
毎
日
新
聞
社
賞

　

本
田　

悠
成
（
城
原
小
５
年
）

・
毎
日
新
聞
社
賞

　

茅
野　

唯
（
都
野
中
３
年
）

・
竹
田
市
美
術
協
会
長
賞

　

伊
東　

博
輝
（
竹
田
中
２
年
）

・
竹
田
教
育
振
興
協
議
会
長
賞

　

後
藤
伊
万
里
（
豊
岡
小
２
年
）

第
60
回 

画
聖
「
田
能
村
竹
田
」
先
生
を
し
の
ぶ
美
術
祭

書写書道
の部

絵画の部

文部科学大臣奨励賞
後藤　　倭（城原小１年）

竹田市長賞
添田　珠海（明治小２年）

毎日新聞社賞
本田　悠成（城原小５年）

竹田市長賞
木許　愛理（岡本小６年）

竹田市美術協会長賞
伊東　博輝（竹田中２年）

毎日新聞社賞
茅野　唯（都野中３年）

竹田教育振興協議会長賞
後藤伊万里（豊岡小２年）

文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞　

三
重
野
璃
乃
（
大
分
市
立
舞
鶴
小
６
年
）
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Der Friese spricht　フリース人が語る

ドイツのゴミ減量化方法
　日本人が持つドイツについてのイメージの一つに「環境先進国」がありませんか？
ドイツがゴミ分別世界チャンピオンというのは事実で、分別された家庭や企業のゴ
ミの量は世界で一番多いらしいです。その高い地位を得るために、政府は様々な政
策を打ち出し、法律を制定しました。
　1970 年代、環境問題対策等を強く要求する市民運動がたくさん生まれ、国民の
環境意識も高まりました。同時期ゴミ問題が深刻化し、1991 年にようやく「包装
廃棄物令」、そして 1996 年に「循環型経済・廃棄物法」が施行されました。製品
の生産での資源利用を最小限に減らすことや包装廃棄物より発生する環境悪化を減
らし、包装の再利用を促進させること等を目的としています。その特徴は、ゴミの
回収・分別・再利用の責任を生産者に負わせたことです。
　その結果、生産者は互いに協力して、ゴミ処理を実行するＤＳＤ社といわゆる「二重システム」を設
立しました。簡単にいうとＤＳＤ社に登録している各社はゴミ処理の料金を支払い、包装容器に「グリー
ン・マーク」を印刷します。この標識がついた包装容器を市民が利用後分別し、ガラスゴミと紙ゴミを
住宅の近所にある公共コンテナに入れ、プラスチック、金属等の容器ゴミを黄色いビニール袋に入れる。
それがＤＳＤ社のゴミ収集車に回収されるのです。
　また、ゴミの扱い方の序列が制定されました。まず、ゴミを出さないことが一番重要とし、ゴミの量
やゴミ処理の際に発生する毒素を減少させるため、生産者が廃棄物を出さないことを最優先課題として
います。廃棄物となることが避けられない場合は、まず素材として再利用、あるいはエネルギー源とし
ての再利用が優先されています。それ以上に再利用できないということになって初めて、環境に配慮し
た形で処理してよいと認められます。
　結構厳しいといえるかもしれませんが、環境問題対策法は厳しいほど効果的ではないでしょうか。各
国の企業は手っ取り早く利益を上げようと、有毒な廃棄物を出したり、熱帯雨林を切り倒したり、河川
や海を汚染する等、我々の最も大切な自然資源を破壊します。ですから日本も環境問題に更に取り組み「環
境先進国」を目指しましょう！

国際交流員
ゼンケ・グリュッツマハー

竹
田
市
長　

牧　
　

剛　
尓

　

国
体
で
は
、
市
民
の
皆
様
方
に

様
々
な
形
で
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

豊
か
な
実
り
を
象
徴
し
て
い
た

黄
金
の
波
も
、
稲
刈
り
が
済
ん
で

す
っ
か
り
景
色
が
変
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
い
よ
い
よ
里
山

の
キ
ャ
ン
バ
ス
に
錦
織
な
す
裾
模

様
が
描
か
れ
、
私
た
ち
の
眼
を
楽

し
ま
せ
、
心
を
豊
か
に
さ
せ
て
く

れ
る
頃
と
な
り
ま
す
。
竹
田
市
の

最
も
誇
ら
し
い
季
節
で
す
。

　

先
日
お
誘
い
を
受
け
て
次
倉
の

秋
祭
り
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
こ
に
は
♪
村
の
鎮
守

の
神
様
の
今
日
は
め
で
た
い
お
祭

り
日
♪
さ
な
が
ら
の
懐
か
し
い
景

色
が
あ
り
ま
し
た
。
地
域
の
多
く

の
方
が
相
集
い
、
子
ど
も
の
歓
声

が
聞
こ
え
る
中
で
歓
談
す
る
、
遠

い
昔
に
返
っ
た
心
地
よ
さ
に
酔
い

し
れ
ま
し
た
。
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。

　

さ
て
14
～
16
日
は
秋
の
見
せ
場

で
あ
り
ま
す
竹
楽
で
す
。
多
く
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
に
支
え
ら

れ
て
の
開
催
で
す
。
今
年
も
良
い

天
気
に
恵
ま
れ
、
多
く
の
方
々
に

お
い
で
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

ぜ
ひ
市
外
県
外
の
知
人
友
人
に
お

声
か
け
く
だ
さ
い
。

⑲
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稲
刈
り
体
験

　

直
入
幼
稚
園
の
園
児
23
名
が
10

月
３
日
、
仲
村
（
長
湯
）
に
あ
る

森
田
政
利
さ
ん
の
田
ん
ぼ
で
稲
刈

り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

春
に
植
え
た
苗
は
自
分
た
ち
の

背
丈
ほ
ど
に
生
長
し
、
大
喜
び
の

子
ど
も
た
ち
で
し
た
が
、
育
て
る

の
に
様
々
な
管
理
が
必
要
だ
っ
た

こ
と
を
森
田
さ
ん
に
聞
き
、「
一

本
も
無
駄
に
せ
ず
、
大
切
に
稲
を

刈
っ
て
欲
し
い
」
と
お
願
い
さ
れ

る
と
、
真
剣
な
表
情
で
、
一
生
懸

命
刈
っ
て
い
ま
し
た
。

　

昨
年
も
経
験
し
て
い
る
年
長
児

は
、
自
分
で
上
手
に
刈
り
、
年
少

児
は
、
手
伝
っ
て
も
ら
い
な
が
ら

楽
し
そ
う
に
刈
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
こ
れ
お
餅
に
し
て
今
度
食
べ

る
ん
で
な
あ
！
」
と
早
く
も
餅
つ

き
が
待
ち
遠
し
い
様
子
で
し
た
。

〝
本
物
〟
の
舞
台
芸
術
に
触
れ
て

　

10
月
14
日
、
直
入
中
学
校
で
劇

団
道
化
に
よ
る
「
知
覧
・
青
春
～

ア
イ
・
ア
ム
・
ヒ
ア
！
」
の
公
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
が
優
れ

た
舞
台
芸
術
を
鑑
賞
し
、
芸
術
文

化
団
体
等
に
よ
る
実
演
指
導
、
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
共
演
に
参
加
し
、

本
物
の
舞
台
芸
術
に
身
近
に
触
れ

る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、

子
ど
も
た
ち
の
芸
術
を
愛
す
る
心

を
育
て
、
豊
か
な
情
操
を
育
て
る

こ
と
を
目
的
に
文
化
庁
が
行
っ
て

い
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
の
公
演
に
は
、
直
入
中

学
校
の
生
徒
や
教
職
員
も
出
演
し
、

「（
演
技
は
）
難
し
か
っ
た
け
ど
面

白
か
っ
た
。」
や
「
貴
重
な
体
験
。

こ
れ
か
ら
に
活
か
し
た
い
。」
と

感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　

本
校
は
、
４
月
か
ら
校
名

が
「
大
分
県
立
三
重
総
合
高

等
学
校
久
住
校
」
に
な
り
ま

し
た
。
８
月
に
後
期
再
編
計

画
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、

本
校
は
今
回
の
前
・
後
期
再

編
で
生
き
残
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
も
竹
田
市
長

を
始
め
、
市
民
の
皆
様
の
ご

支
援
の
お
か
げ
だ
と
感
謝
い

た
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
創
立
60
周

年
を
迎
え
、
11
月
16
日
に
記

念
式
典
を
行
い
ま
す
。
昭
和

23
年
に
竹
田
高
校
定
時
制
都

野
分
校
と
し
て
開
校
以
来
、

幾
多
の
変
遷
を
経
て
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
午
前
中
に
学
園

祭
、
式
後
に
は
副
知
事
の
平

野
昭
氏
に
よ
る
記
念
講
演
、

そ
の
後
な
お
い
り
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
に
よ
る
「
子
ど
も

神
楽
」
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
気
軽
に
お
立
ち

寄
り
下
さ
い
。

　

さ
て
、
本
校
の
教
育
方
針

は
「
農
業
教
育
を
推
進
し
、

優
し
さ
と
た
く
ま
し
さ
を
培

い
、
地
域
農
業
の
発
展
と
地

域
環
境
の
保
全
に
貢
献
す
る

リ
ー
ダ
ー
を
目
指
し
て
力
強

く
生
き
抜
く
若
者
を
育
成
す

る
」
で
、
農
業
教
育
や
環
境

教
育
・
人
づ
く
り
に
力
を
入

れ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

特
徴
と
し
て
は
、
６
月
と

10
月
の
大
船
山
・
黒
岳
へ
の

清
掃
登
山
や
３
月
の
野
焼
き

体
験
実
習
、
７
月
と
12
月
に

は
町
内
の
ゴ
ミ
拾
い
を
す
る

ク
リ
ー
ン
作
戦
も
行
い
、
環

境
学
習
に
特
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。

　

今
後
と
も
久
住
校
へ
の
ご

支
援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
荘
野
保
則
）

ぼくたち・わたしたちの学び舎

三重総合高校
久住校

60
周
年
を
迎
え
た〝
新
生
〟久
住
校

最後まで頑張った園児たち

真剣に演技する生徒たち
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佐
藤
茂
夫
翁
は
、
明
治
16
年

に
荻
町
大
字
南
河
内
で
生
ま
れ
、

旧
竹
田
中
学
校
を
卒
業
後
、
東

京
慈
恵
医
大
に
学
び
、
明
治
42

年
、
郷
里
の
荻
で
開
業
。
荻
・

柏
原
を
は
じ
め
、
菅
生
や
松
本
、

熊
本
県
阿
蘇
郡
の
村
々
ま
で
泥で

い

濘ね
い

の
道
を
馬
で
往
診
。
邑む

ら

人び
と

の

医
療
に
努
め
た
。

　
大
正
４
年
、
荻
柏
原
耕
地
整

理
組
合
が
創
立
さ
れ
、
台
地
の

開
田
事
業
が
始
ま
る
や
33
歳
の

若
さ
で
評
議
員
に
選
ば
れ
、
後

に
副
長
と
な
り
難
工
事
を
完
成
。

６
百
余
町
の
美
田
を
開
田
し
た
。

昭
和
17
年
か
ら
32
年
ま
で
は
組

合
長
を
務
め
、
50
年
余
り
耕
地

事
業
に
尽
く
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
大
正
３
年
か
ら
６
期

22
年
間
村
会
議
員
、
昭
和
７
年

か
ら
16
年
ま
で
村
長
、
昭
和
30

年
に
は
荻
、
柏
原
村
合
併
初
代

町
長
に
懇
望
さ
れ
当
選
。
36
年

の
６
月
に
没
す
る
ま
で
30
余
年

間
地
方
自
治
に
尽
力
し
た
。

　
長
期
間
の
校
医
等
、
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
の
地
域
の
医
療
、

耕
地
事
業
等
の
推
進
に
よ
る
農

業
発
展
、
産
業
開
発

　
道
路
の

開
さ
く
、
電
話
の
架
設
等
を
は

じ
め
、
地
方
自
治
の
振
興
に
と
、

永
き
に
亘
り
多
面
的
に
活
躍
さ

れ
、
郷
土
の
発
展
に
大
き
な
足

跡
を
残
さ
れ
、
そ
の
功
績
に
よ

り
昭
和
34
年
５
月
、
黄
綬
褒
章

を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
一
方
で
、
書
画
、
文
芸

等
芸
術
に
も
造
詣
が
深
く
、
多

く
の
作
品
を
遺
し
て
い
ま
す
。

荻
柏
原
土
地
改
良
区
を
訪
ね
、

理
事
長
室
に
飾
ら
れ
て
い
る
自

筆
の
短
冊
「
蛙
ず
鳴
く

　
田
と

な
る
ま
で
の

　
五
十
年
」
を
拝

見
し
た
時
、
永
い
間
の
苦
心
と

思
い
が
こ
の
一
句
に
凝
縮
さ
れ

て
い
る
と
感
動
い
た
し
ま
し
た
。

（
本
田

　
照
昭
）

〈
参
考
〉
荻
柏
原
土
地
改
良
区
資
料
、

　
　
　  

頌
徳
碑

㊳

医業に　地方自治に　耕地事業に　佐藤茂夫翁

佐藤茂夫翁

第38 回

　
来
年
Ｔ
Ａ
Ｏ
に
入
団
し
て
10
年

に
な
る
。

　
不
器
用
な
僕
は
、
通
常
は
１
年

間
の
研
修
期
間
も
７
年
も
の
長
き

時
間
を
過
ご
し
た
。
レ
ギ
ュ
ラ
ー

に
な
っ
た
後
も
世
界
を
巡
る
主
力

メ
ン
バ
ー
Ｒ
Ｅ
Ｄ
と
は
違
い
、
国

内
班
Ｙ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
Ｏ
Ｗ
と
し
て
活
動

し
て
い
る
。
幾
度
か
あ
っ
た
チ
ャ

ン
ス
も
も
の
に
で
き
ず
、
こ
の
10

年
、
挫
折
と
希
望
を
常
に
交
差
さ

せ
な
が
ら
人
生
の
全
て
を
賭
け
た

つ
も
り
で
い
た
。

　
才
能
豊
か
な
後
輩
た
ち
が
成
長

し
て
い
く
姿
を
横
目
に
、
追
い
越

さ
れ
て
い
く
悔
し
さ
を
、
が
む
し

ゃ
ら
に
汗
を
か
く
こ
と
で
振
り
切

ろ
う
と
し
て
い
た
。「
諦
め
た
く

な
い
！
」「
俺
だ
っ
て
必
ず
で
き

る
は
ず
だ
！
」
と
何
度
も
自
分
に

言
い
聞
か
せ
た
。

　
あ
る
日
、
も
う
本
当
に
ダ
メ
だ

と
思
い
始
め
た
時
に
、
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
か
ら
自
分
の
人
生
を
決
定

付
け
る
言
葉
を
聞
い
た
。「
全
員

が
エ
ー
ス
で
は
舞
台
は
面
白
く

な
い
。
一
人
一
人
違
っ
た
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
が
い
て
厚
み
を
増
す
。
自

分
を
知
り
自
分
な
り
の
レ
ギ
ュ
ラ

ー
を
目
指
せ
！
」
と
。
僕
は
ハ
ッ

と
し
た
。
今
ま
で
自
分
で
は
な
い

目
標
に
暗
躍
し
て
い
た
が
、
こ
れ

か
ら
は
自
分
に
し
か
で
き
な
い
演

奏
・
演
技
、
そ
し
て
団
の
中
の
役

割
を
目
指
し
て
い
こ
う
と
。

　
来
年
10
年
の
節
目
に
決
意
し
た

自
分
探
し
の
旅
へ
今
日
か
ら
再
出

発
し
ま
す
。

（
Ｔ
Ａ
Ｏ
メ
ン
バ
ー 

鍬
釣 

孝
雄
）

10年目の挑戦

　
城
原
八
幡
社
の
夜
神
楽
は
、
今

年
で
15
回
を
数
え
ま
す
。

　
地
元
の
城
原
神
楽
の
ほ
か
、
大

分
市
の
長
浜
神
楽
や
民
謡
等
も
行

わ
れ
、
会
場
は
夜
遅
く
ま
で
大
勢

の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
今
年

が
最
後
と
の
こ
と
。
様
々
な
事
情

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
…
。
続
け
る

努
力
と
や
め
る
勇
気
。
こ
れ
ま
で

開
催
に
尽
力
さ
れ
て
き
た
皆
さ

ん
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。
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むらさき草店舗内 食育講演会

ジュースの試飲 ジャムの試食 ジャム

みそ玉作り 久住ワイナリー・ドイツワイン ステンドグラス制作

交流店舗拠点づくり研究会 リキュール 商家民泊

朝食文化・朝カフェ 竹皮ぞうり作り 郷土料理研究会

アレルギー対策用製品研究会 直入温泉地づくり研究会 田楽火鉢による実演

椎茸コマ打ち体験 モニターツアー（岡城跡）

ここから拓く未来！
竹田市経済活性化促進協議会

☎ 62-2122
http://taketa-syokuiku.org/
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10
月
22
日
か
ら
29
日
ま
で
の
一

週
間
、
古
町
の
む
ら
さ
き
草
を
中

心
に
、『
大
分
竹
田

　
食
の
か
た

ち
　
旅
の
か
た
ち
展

　
～
た
け
た

食
育
ツ
ー
リ
ズ
ム
中
間
報
告
会

～
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、
商
工
会
議
所
、

商
工
会
と
市
で
組
織
す
る
竹
田
市

経
済
活
性
化
促
進
協
議
会
が
主
催

し
た
も
の
で
、
平
成
19
年
度
か
ら

３
年
間
、
厚
生
労
働
省
の
地
域
雇

用
創
造
推
進
事
業
（
新
パ
ッ
ケ
ー

ジ
事
業
）
を
実
施
し
、
20
の
メ

ニ
ュ
ー
（
研
究
会
）
に
取
り
組
み
、

起
業
や
雇
用
の
場
の
確
保
を
推
進

し
て
い
る
現
状
を
、
広
く
市
民
の

皆
様
に
お
伝
え
す
る
も
の
で
す
。

　
食
づ
く
り
関
係
に
お
い
て
は
、

農
家
な
ど
生
産
者
が
集
ま
り
多
様

な
試
作
品
を
作
り
商
品
開
発
に
挑

ん
で
お
り
、
す
で
に
販
売
に
ま
で

こ
ぎ
着
け
た
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま

す
。

　
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
は
、
地
域
の
魅

力
を
再
度
掘
り
起
こ
し
、
新
た
な

企
画
で
ま
と
め
直
す
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
編
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
の

取
り
組
み
と
し
て
、
竹
田
市
わ
か

ば
農
業
公
社
と
連
携
し
て
、
地
域

の
住
民
が
利
用
し
や
す
い
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
（
徒
歩
圏
マ
ー
ケ
ッ

ト
）
を
設
置
し
、
仕
組
み
づ
く
り

の
実
証
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
20
の
研
究
会
で
は
、
新

た
な
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
竹
田
市
経
済

活
性
化
促
進
協
議
会
（
☎
62
‐

２
１
２
２
）
ま
で
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

トマトジュース どぶろく

徒歩圏マーケット

11月の研究会日程（Ｈ20.10.25現在）

日･曜日 時　間 研　究　会　名 会　場

５日㈬ 19:15〜21:00 野菜加工研究会（キクラゲ） 中央公民館

６日㈭ 19:15〜21:00 アレルギー対策用製品研究会 むらさき草

11日㈫
13:30〜15:30 交流店舗拠点づくり研究会 竹田櫻

19:00〜21:00 農産加工研究会 命水苑

12日㈬
 7:00〜  9:00 郷土料理研究会 志保屋

(元清水湯)

10:00〜12:00 商家民泊研究会 志保屋

19日㈬
15:00〜17:00 薬膳料理研究会 緒　環

19:00〜21:00 ジャム・ソース研究会 福祉センター

20日㈭ 13:00〜16:00 ジュース加工研究会 荻農産加工所

21日㈮
 9:00〜14:00 名水料理研究会 入田地区

19:15〜21:00 ワイン・リキュール研究会 ※未　定

26日㈬ 10:00〜12:00 発酵商店街研究会 福祉センター

27日㈭ 19:15〜21:00 野菜加工研究会（コーン） ※未　定

28日㈮ 10:00〜12:00 周遊型観光研究会 商工会議所

※未定の会場等については、竹田市経済活性化促進協議会にご確認
ください。

大
分
竹
田
　
食
の
か
た
ち
　
旅
の
か
た
ち
展

～
た
け
た
食
育
ツ
ー
リ
ズ
ム
中
間
報
告
会
～

オープニングでのテープカット
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第
８
回
荻
愛
育
保
健
推
進
員
会

ジ
ャ
ン
ボ
か
ぼ
ち
ゃ
大
会
が
、
10

月
３
日
に
荻
福
祉
健
康
エ
リ
ア
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
６
７
個
が
搬
入
さ
れ
、
ジ
ャ

ン
ボ
か
ぼ
ち
ゃ
賞
は
本
田
貢
さ
ん

（
木
下
）、
べ
っ
ぴ
ん
賞
は
内
田

雄
一
さ
ん
（
次
倉
）、
ユ
ニ
ー
ク

賞
は
高
橋
秀
夫
さ
ん
（
恵
良
原
）、

審
査
員
特
別
賞
に
は
三
重
農
か
ぼ

ち
ゃ
ク
ラ
ブ
が
選
ば
れ
、
ほ
と
ん

ど
が
中
九
州
ジ
ャ
ン
ボ
か
ぼ
ち
ゃ

大
会
に
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

本
田
さ
ん
が
育
て
た
１
０
８
㎏
の
か
ぼ
ち
ゃ

第
８
回
竹
田
市
荻
愛
育
保
健
推
進
員
会

ジ
ャ
ン
ボ
か
ぼ
ち
ゃ
大
会

　

今
年
で
62
回
目
を
迎
え
た
瀧
廉

太
郎
記
念
全
日
本
高
等
学
校
声
楽

コ
ン
ク
ー
ル
は
、
10
月
18
日
に
予

選
、
19
日
に
本
選
が
行
わ
れ
、
全

国
か
ら
出
場
し
た
31
人
が
歌
声
を

競
い
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
第
１
位
に
松
原

み
な
み
さ
ん
（
大
阪
府
立
夕
陽
丘

高
３
年
）、
第
２
位
に
仲
松
あ
か

り
さ
ん（
沖
縄
県
立
開
邦
高
３
年
）

が
選
ば
れ
、
２
人
に
は
瀧
廉
太
郎

賞
と
し
て
ウ
ィ
ー
ン
留
学
助
成
金

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

第 1 位に輝いた松原みなみさん

第
62
回
瀧
廉
太
郎
記
念
全
日
本
高
等
学
校
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル

　

10
月
11
日
、
第
23
回
広
島
杯
駅

伝
・
Jr
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会

が
、
南
登
山
口
に
あ
る
「
日
本
一

の
マ
ラ
ソ
ン
練
習
コ
ー
ス
」
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　

Jr
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
（
小
学

生
）
に
は
３
～
６
年
生
の
男
女
約

50
名
が
出
場
し
ま
し
た
。
ま
た
広

島
杯
駅
伝
（
中
学
生
）
に
は
、
男

子
16
チ
ー
ム
、
女
子
10
チ
ー
ム
が

参
加
し
、
男
子
は
都
野
中
学
校
Ａ

チ
ー
ム
が
、
女
子
は
久
住
中
学
校

Ａ
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

一斉にスタートする選手達

第
23
回
広
島
杯
駅
伝
・

　

Jr
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会

　

10
月
15
日
、
竹
田
荻
町
ま
も
る

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
開
所
式
が
、
荻

公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
竹
田
荻
町
ま
も
る
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
荻
地
区
青
少

年
育
成
協
議
会
等
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
地
域

住
民
に
よ
る
防
犯
活
動
を
展
開
し
、

子
ど
も
の
見
守
り
活
動
を
中
心
に
、

一
般
事
件
事
故
の
抑
止
を
目
的
と

し
た
各
種
活
動
、
犯
罪
や
防
犯
情

報
の
発
信
拠
点
と
し
て
運
用
さ
れ

ま
す
。

荻公民館に看板を設置

竹
田
荻
町
ま
も
る
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
開
所
式

表彰を受ける森さん

第
４
回

竹
田
市
交
通
安
全
市
民
大
会

　

10
月
９
日
、
第
４
回
竹
田
市
交

通
安
全
市
民
大
会
が
久
住
公
民
館

で
開
か
れ
ま
し
た
。
交
通
事
故
犠

牲
者
に
黙
と
う
を
さ
さ
げ
た
後
、

大
会
会
長
の
牧
市
長
が
挨
拶
。
交

通
安
全
功
労
者
等
33
名
、
２
団
体

の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
森
正
則
さ

ん
（
戸
上
）
が
、「
身
に
余
る
光

栄
で
深
く
感
謝
。
受
賞
を
機
に
決

意
を
新
た
に
し
、
交
通
安
全
の
推

進
を
図
り
、
交
通
事
故
防
止
に
一

層
取
り
組
ん
で
い
く
。」
と
謝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

　

小
出
重
直
竹
田
警
察
署
長
に
よ

る
最
近
の
交
通
事
故
情
勢
の
説
明
、

民
謡
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
後
、

交
通
安
全
宣
言
を
採
択
し
ま
し
た
。
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平
成
７
年
に
旧
荻
町
と
旧
上
浦

町
が
姉
妹
都
市
交
流
を
始
め
て
以

来
続
い
て
い
る
交
流
事
業
の
稲
刈

り
体
験
が
、
10
月
18
日
に
西
福
寺

の
水
田
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

田
ん
ぼ
の
な
い
上
浦
の
小
学
生

20
名
が
、
ノ
コ
ギ
リ
鎌
を
使
い
、

一
生
懸
命
稲
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
モ
チ
わ
ら
は
、
12
月
に
上

浦
で
作
ら
れ
る
豊
後
二
見
ケ
浦
の

大
し
め
縄
の
材
料
と
し
て
使
わ
れ
、

収
穫
し
た
モ
チ
米
を
使
っ
た
餅
つ

き
も
行
わ
れ
ま
す
。

一生懸命稲を刈る子ども達

佐
伯
市
上
浦
町
と
の
交
流
事
業　

稲
刈
り
体
験
交
流

　

国
際
交
流
員
や
外
国
語
指
導
助

手
等
が
、
映
画
や
文
化
等
に
つ
い

て
紹
介
、
解
説
す
る
第
１
回
竹
田

国
際
映
画
祭
が
、
10
月
18
日
と
19

日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

２
日
間
で
６
か
国
、
７
本
の
映

画
が
上
映
さ
れ
、
２
０
０
人
以
上

が
来
場
し
ま
し
た
。

　

国
際
交
流
員
の
ゼ
ン
ケ
・
グ

リ
ュ
ッ
ツ
マ
ハ
ー
さ
ん
は
「
映
画

以
外
の
話
も
で
き
、
ま
さ
に
交
流

が
で
き
た
の
で
は
。」
と
、
こ
の

映
画
祭
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

ドイツの文化や料理を案内するゼンケさん

各
国
の
出
身
者
が
文
化
や
映
画
を
案
内

第
１
回　

竹
田
国
際
映
画
祭

　

10
月
19
日
、
第
38
回
久
住
高
原

ま
つ
り
・
第
７
回
久
住
高
原
牛
肉

ま
つ
り
が
、
南
登
山
口
の
特
設
会

場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
太
鼓
の
演
奏

や
神
楽
、
モ
チ
ま
き
や
久
住
高
原

ク
イ
ズ
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
等
が
行

わ
れ
、
ま
た
、
久
住
高
原
で
育
っ

た
豊
後
牛
を
七
輪
で
焼
き
、
味
わ

う
家
族
の
姿
が
多
く
見
ら
れ
、
会

場
は
多
く
の
人
で
賑
わ
い
、
美
味

し
そ
う
な
焼
肉
の
香
り
に
包
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

高原で豊後牛の焼肉に舌鼓

第
38
回
久
住
高
原
ま
つ
り
・
第
７
回
久
住
高
原
牛
肉
ま
つ
り

　

10
月
20
日
、
竹
田
市
ケ
ー
ブ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
施
設
整
備
事
業
施

設
整
備
工
事
の
安
全
祈
願
祭
が
、

久
住
総
合
支
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
工
事
は
、
来
年
６
月
か
ら

の
一
部
サ
ー
ビ
ス
開
始
を
目
指
し
、

久
住
総
合
支
所
内
に
中
心
と
な
る

施
設
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

　

市
で
は
、
現
在
、
企
画
情
報
課

の
職
員
を
中
心
に
自
治
会
単
位
の

加
入
推
進
説
明
会
を
行
っ
て
い
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
出
席
を

お
願
い
し
ま
す
。

工事の安全を祈る牧市長

竹
田
市
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

施
設
整
備
工
事　

安
全
祈
願
祭

首藤トリ子さん

ま
す
ま
す
お
元
気
で

１
０
０
歳

　

竹
田
市
で
は
、
１
０
０
歳
の
お

誕
生
日
を
迎
え
た
方
を
訪
ね
、
お

祝
い
を
述
べ
、
記
念
品
を
贈
っ
て

い
ま
す
。

　

10
月
17
日
に
相
良
貞
子
さ
ん

（
寺
町
）、
19
日
に
首
藤
ト
リ
子
さ

ん
（
井
手
の
上
）
が
、
１
０
０
歳

の
お
誕
生
日
を
迎
え
ま
し
た
。

相良貞子さん



��広報たけた  平成20年11月号

夕
食
の
開
始
時
間

　

男
女
共
に
20
～
60
歳
代
に
お
い

て
、
夕
食
の
開
始
時
間
が
午
後
９

時
以
降
の
人
が
増
加
。

　

遅
い
時
間
に
た
っ
ぷ
り
夕
食
を

摂
る
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
溜
め
込

ん
で
し
ま
い
が
ち
で
す
。
遅
く
な

る
時
は
、
早
い
時
間
に
お
に
ぎ
り

等
の
捕
食
を
摂
り
、
帰
宅
後
は
低

カ
ロ
リ
ー
の
野
菜
や
軽
め
の
も
の

を
中
心
に
摂
り
ま
し
ょ
う
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取
量
・
比
率

　

脂
肪
エ
ネ
ル
ギ
ー
比
率
が
30
％

以
上
の
人
は
、
20
歳
以
上
の
男
性

で
約
２
割
、
女
性
で
約
３
割
。

　

脂
肪
分
の
摂
り
過
ぎ
は
、
生
活

習
慣
病
や
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
に
つ
な
が
り
ま
す
。
揚
げ

物
や
炒
め
物
、
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
や

菓
子
パ
ン
等
を
摂
り
過
ぎ
な
い
よ

う
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

野
菜
摂
取
量

　

20
歳
以
上
の
１
日
当
た
り
野
菜

類
摂
取
量
の
平
均
は
３
０
３
・
４

ｇ
。
最
も
多
い
60
歳
代
で
も

３
４
８
・
６
ｇ
。
ま
た
、
男
女
と

も
20
～
40
歳
代
は
平
均
摂
取
量
が

３
０
０
ｇ
に
達
し
て
い
な
い
。

　

野
菜
は
１
日
３
５
０
ｇ
以
上
食

べ
ま
し
ょ
う
！
こ
れ
は
生
の
野
菜

だ
っ
た
ら
両
手
に
３
杯
分
く
ら
い

の
量
で
す
。
野
菜
料
理
な
ら
小
鉢

に
５
皿
食
べ
る
よ
う
に
心
が
け
ま

し
ょ
う
。
生
野
菜
よ
り
は
火
を
通

し
た
温
野
菜
の
方
が
か
さ
も
減
っ

て
、
た
く
さ
ん
い
た
だ
け
ま
す
。

野
菜
を
食
べ
る
と

　
　

こ
ん
な
に
い
い
！

・
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
が
た
っ

ぷ
り
な
の
で
体
の
調
子
を
整
え

ま
す
。

・
食
物
繊
維
が
豊
富
で
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
や
血
糖
上
昇
の
抑
制
、

肥
満
や
便
秘
予
防
な
ど
の
効
果

が
あ
り
ま
す
。

・
低
カ
ロ
リ
ー
で
よ
く
噛
む
の

で
、
食
べ
過
ぎ
を
防
ぎ
、
味
覚

や
脳
の
刺
激
に
な
り
ま
す
。

・
カ
リ
ウ
ム
が
豊
富
な
の
で
、
体

内
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
排
泄
を
促

し
ま
す
。

―
	

平
成
18
年
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
結
果
よ
り	―

〝
食
欲
の
秋
〟
食
生
活
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
！

小 

児 

科

　

当
院
の
小
児
科
は
平
成
16
年
４
月

か
ら
大
分
大
学
医
学
部
小
児
科
学
教

室
の
ご
協
力
に
よ
り
、
常
勤
医
が
派

遣
さ
れ
、
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
当

時
は
全
国
の
２
次
医
療
圏
の
中
で
２

か
所
だ
け
小
児
科
医
の
い
な
い
地
域

が
あ
り
、
そ
の
１
つ
が
竹
田
で
し
た
。

そ
れ
ま
で
親
御
さ
ん
は
、
子
ど
も
の

具
合
が
悪
く
な
る
と
、
大
分
市
等
の

小
児
科
ま
で
連
れ
て
行
か
な
く
て
は

い
け
な
い
状
況
で
し
た
。

　

開
設
に
至
る
ま
で
、
大
分
県
や
竹

田
市
、
大
分
県
医
師
会
等
に
ご
尽
力

い
た
だ
き
、
契
約
書
に
は
大
分
大
学

医
学
部
小
児
科
の
泉
達
郎
教
授
、
県

知
事
、
市
長
、
大
分
県
医
師
会
長
、

竹
田
市
医
師
会
長
の
署
名
が
あ
り
ま

す
。

　

７
月
11
日
の
大
分
合
同
新
聞
で
は
、

「
過
疎
化
に
よ
る
人
口
減
少
が
著
し

い
竹
田
市
で
、
出
生
数
と
合
計
特
殊

出
生
率
（
１
人
の
女
性
が
一
生
の
間

に
産
む
子
ど
も
の
数
を
推
定
す
る
指

標
）
が
２
年
連
続
で
増
加
し
た
。
お

た
ふ
く
か
ぜ
な
ど
の
予
防
接
種
の
全

額
補
助
や
５
歳
児
健
診
の
実
施
な
ど
、

市
や
医
療
機
関
の
取
り
組
み
が
奏
功

し
た
と
い
え
る
。」
と
あ
り
ま
す
。
竹

田
市
の
出
生
率
は
１
・
９
５
で
、
全
国

平
均
の
１
・
３
４
を
大
き
く
上
回
っ

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
竹
田
の
女
性

は
よ
く
子
ど
も
を
産
ん
で
育
て
て
い

る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
具
体
的
成
果
は
、
当
院
で
の

小
児
科
開
設
か
ら
約
５
年
を
経
過
し

て
よ
う
や
く
表
れ
始
め
た
も
の
で
す
。

竹
田
の
子
ど
も
達
の
た
め
に
毎
日
懸

命
に
診
療
し
て
い
る
医
師
や
看
護
師

の
努
力
と
、
大
分
大
学
小
児
科
学
教

室
の
温
か
い
ご
支
援
の
賜た

ま

物も
の

で
あ
る

と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、「
医

療
は
継
続
す
る
こ
と
が
大
切
だ
」
と

改
め
て
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
竹
田
市
に
お
け
る
小

児
医
療
を
更
に
発
展
さ
せ
、
大
分
大

学
小
児
科
学
教
室
の
ご
指
導
の
も
と
、

『
竹
田
っ
子
、
元
気
健
全
育
成
計
画
』

の
事
業
が
進
ん
で
い
く
よ
う
、
当
院

と
し
て
も
出
来
る
限
り
協
力
、
努
力

し
て
い
き
ま
す
。「
子
ど
も
を
育
て
る

な
ら
竹
田
が
い
い
よ
。」
と
羨

う
ら
や

ま
し

が
ら
れ
る
街
に
な
れ
ば
と
、
竹
田
っ

子
の
パ
パ
と
し
て
も
期
待
し
て
い
ま

す
。

　

竹
田
の
小
児
医
療
を
守
っ
て
い
く

た
め
、
市
民
の
皆
様
、
行
政
の
方
々

に
も
よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

予
防
接
種
な
ど
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
は
、
竹
田
医
師
会
病
院
（
☎
63

‐
３
２
４
１
）
ま
で
お
電
話
く
だ
さ

い
。

　
（
院
長　

大
多
和　

聡
）

たっぷり食べる
１日両手３杯の野菜をとりましょう
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今月の食育レシピ

　ごぼうは、水溶性・不溶性、両方の食物繊維を豊富に含み、腸の働きを整え、コレステロールの増加を抑
えて動脈硬化を防ぐ作用があります。また、腸内で有害物質を吸着し、その排泄を助けてくれたり、ビフィ
ズス菌を増やす働きもあり、腎機能も高めてくれます。ごぼうの栄養や風味は表皮部分に多いので、皮は剥
かずにタワシで土を落とすか、包丁で軽くそぐ程度で使いましょう。
　これからの季節は体を温めてくれる根菜類をたっぷり食べるといいですよ。

　レシピ：竹田市学校給食研究協議会提供

団子汁

中力粉　　　　80g
塩　　　　　　小さじ 1/2
水　　　　　　大さじ 3
白菜　　　　　4 枚
里芋　　　　　4 個
干し椎茸　　　2 枚
人参　　　　　1/4 本
ごぼう　　　　1/4 本
ねぎ　　　　　1 本
油揚げ　　　　1 枚
だし汁　　　　800cc
味噌　　　　　大さじ 3

〈材料〉４人分

今月の食材 ごぼう

〈作り方〉
１．団子をこね、しばらくおく。

（寝かせることでのびがよくなる。）
２．野菜を切る。
３．鍋にだし汁を入れ、火が通り

にくい野菜から入れる。
４． 柔 ら か く な る ま で 中 火 で 煮

る。途中アクをすくう。強火にし、
団子をのばしながら入れる。

５．団子が柔らかくなったら、味
噌を溶き、刻みネギを散らす。

『今月のふるさと献立メニュー』…毎月「食育の日」（19日）前後に各学校給食で出される献立です。

　

大
分
県
で
は
平
成
18
年
度
か
ら

「
介
護
予
防
市
町
村
支
援
委
員
会
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

今
月
は
、
こ
の
委
員
会
の
委
員

で
あ
る
豊
後
高
田
市
の
松
成
康
男

氏
（
大
分
県
歯
科
医
師
会
所
属
）

が
介
護
予
防
を
普
及
・
啓
発
す
る

た
め
に
執
筆
し
た
記
事
「
歯
科
医

師
の
立
場
か
ら
見
る
介
護
予
防
」

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

歯
科
医
師
の

立
場
か
ら
見
る
介
護
予
防

　

噛か

む
力
や
飲
み
込
む
機
能
（
口こ

う

腔く
う

機
能
）
は
、
気
づ
か
な
い
う
ち

に
衰
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
歯

が
抜
け
た
ま
ま
の
状
態
や
、
自
分

の
歯
で
し
っ
か
り
噛
め
な
か
っ
た

り
、
入
れ
歯
が
合
わ
な
か
っ
た
り

等
の
症
状
が
重
な
る
と
、
食
べ
る

こ
と
は
と
て
も
億お

っ

劫く
う

に
な
り
ま
す
。

　

満
足
に
食
べ
ら
れ
な
い
状
態
が

続
く
と
、
栄
養
状
態
の
悪
化
に
よ

り
体
力
は
低
下
し
、
病
気
や
感
染

に
対
す
る
抵
抗
は
弱
ま
り
、
介
護

を
必
要
と
す
る
き
っ
か
け
に
な
り

ま
す
。
食
べ
る
こ
と
は
ま
さ
に
介

護
予
防
な
の
で
す
。

　

ま
た
、
き
ち
ん
と
噛
め
る
こ
と

に
加
え
、
噛
ん
だ
も
の
を
飲
み
下

す
機
能
も
非
常
に
重
要
で
す
。
こ

の
機
能
が
充
分
で
な
い
と
、
唾
液

や
食
べ
物
が
誤
っ
て
息
を
す
る
方

の
管
（
気
管
）
に
流
れ
込
ん
で
し

ま
う
誤ご

嚥え
ん

が
多
く
な
り
、
肺
炎
を

起
こ
す
危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

こ
の
肺
炎
を
誤
嚥
性
肺
炎
と
い
い
、

高
齢
者
の
肺
炎
の
多
く
は
こ
の
タ

イ
プ
で
す
。

　

特
に
、
高
齢
者
の
死
因
で
は
肺

炎
の
割
合
が
高
く
、
ま
た
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
感
染
も
高
齢
者
に

と
っ
て
は
生
命
を
脅
か
す
大
変
な

脅
威
と
な
り
ま
す
が
、
食
後
の
歯

や
口
・
入
れ
歯
等
の
適
切
な
口
腔

ケ
ア
や
口
腔
機
能
の
向
上
に
よ
り
、

誤
嚥
性
肺
炎
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

を
確
実
に
予
防
で
き
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。

　

市
町
村
で
は
、
65
歳
以
上
の
方

に
対
し
て
、
口
腔
の
運
動
機
能
や

噛
む
機
能
、
飲
み
下
す
機
能
等
の

評
価
を
行
い
、
そ
の
結
果
、
口
腔

機
能
の
向
上
が
必
要
な
場
合
は
、

歯
科
衛
生
士
等
が
そ
の
方
法
を
教

え
て
い
ま
す
。
口
腔
は
社
会
と
の

つ
な
が
り
の
た
め
に
も
重
要
な
器

官
で
す
。
ぜ
ひ
一
度
チ
ェ
ッ
ク
を

受
け
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
口
腔
機

能
の
維
持
向
上
に
努
め
、
お
い
し

く
食
べ
て
健
康
で
生
き
生
き
と
し

た
生
活
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

◎
口
腔
機
能
低
下
の
サ
イ
ン

・
固
い
も
の
が
食
べ
に
く
い

・
飲
み
込
む
時
に
む
せ
た
り
、
咳

き
込
ん
だ
り
す
る

・
ろ
れ
つ
が
ま
わ
ら
な
い
・
し
ゃ

べ
り
に
く
い

◎
口
腔
機
能
の
低
下
予
防
の
た
め

に
家
で
出
来
る
こ
と

・
適
切
な
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
、
口
腔

ケ
ア

・
文
章
の
音
読
や
早
口
言
葉
。
歌

を
歌
う
等

●
お
問
い
合
せ
・
相
談

　

保
険
課
介
護
保
険
係

　
　
　

☎
63
‐
４
８
０
９

　

竹
田
市
で
は
、
口
腔
機
能
の

低
下
が
気
に
な
る
65
歳
以
上
の

高
齢
者
を
対
象
に
、
歯
科
衛
生

士
・
言
語
聴
覚
士
が
訪
問
を
行

い
、
個
別
の
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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竹
田
市
人
権
擁
護
委
員
に

本
田
さ
ん
と
御
沓
さ
ん

　
９
月
30
日
に
任
期
満
了
と
な
っ

た
竹
田
市
人
権
擁
護
委
員
に
、
本

田
照
昭
さ
ん
（
南
河
内
）
と
御
沓

貞
則
さ
ん
（
筒
井
）
が
再
任
さ
れ
、

10
月
１
日
付
け
で
法
務
大
臣
か
ら

委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

ご
み
ゼ
ロ
お
お
い
た

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
奨
励
制
度

直
入
中
が
大
分
県
教
育
長
賞
に

　
ご
み
ゼ
ロ
お
お
い
た
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
行
委
員

会
で
は
、
環
境
美
化
等
の
活
動
を

通
じ
、
地
域
の
環
境
保
全
の
啓
発

に
貢
献
し
て
い
る
小
中
学
校
・
高

等
学
校
の
支
援
を
目
的
に
ゴ
ミ
ゼ

ロ
お
お
い
た
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
奨

励
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
、
こ
の
制
度
の
中
学
校

の
部
で
、
直
入
中
学
校
が
大
分
県

教
育
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
直
入
中
学
校
で
は
、
毎
月
第
３

木
曜
日
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
登
校

や
春
の
遠
足
時
の
空
き
缶
・
ご
み

拾
い
、
秋
に
は
幼
稚
園
、
小
学
校

と
と
も
に
町
内
美
化
活
動
、
ま
た

道
路
側
面
の
落
書
き
落
と
し
等
の

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
10
月
２
日
に
Ｏ
Ｂ
Ｓ
大
分
放
送

で
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
表
彰
状
と

奨
励
金
が
環
境
美
化
部
長
の
田
上

昂
平
君
（
直
入
中
３
年
）
と
吉
野

祐
美
さ
ん（
同
）に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

吉
野
さ
ん
は
、「
取
り
組
ん
で
き

た
活
動
が
認
め
ら
れ
て
、
と
て
も

う
れ
し
い
。
こ
れ
か
ら
も
活
動
を

続
け
て
い
き
、
私
た
ち
の
住
む
町

を
き
れ
い
に
し
た
い
」
と
喜
び
を

話
し
ま
し
た
。

吉
弘
央
さ
ん

全
国
自
治
会
連
合
会
表
彰
受
賞

　
竹
田
地
区
山
手
自
治
会
長
の
吉

弘
央
さ
ん
が
、
永
年
の
自
治
会
活

動
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
全
国
自

治
会
連
合
会
か
ら
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。

　
吉
弘
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
、
竹
田

市
自
治
会
連
合
会
会
長
、
大
分
県

自
治
委
員
会
連
合
会
理
事
、
同
副

会
長
を
歴
任
す
る
等
、
18
年
の
永

き
に
わ
た
り
自
治
会
活
動
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
受
賞
に
つ
い
て
吉
弘
さ
ん
は

「
永
い
間
や
っ
て
き
た
か
ら
。
活

動
は
自
治
会
員
の
協
力
が
あ
っ
て

こ
そ
で
き
る
も
の
。
私
は
そ
の
代

表
。」
と
話
し
、「
創
意
工
夫
し
な

が
ら
市
民
の
側
か
ら
行
政
に
関

わ
っ
て
い
き
た
い
。
さ
ら
に
自
治

会
活
動
に
力
を
入
れ
る
。」
と
意

欲
を
見
せ
ま
し
た
。

　皆さんからのおたよ
りをお待ちしています。

（宛先）
〒878-8555
竹田市大字会々1650
企画情報課広報担当

おたより
お

　
詫

　
び

　
　
　

　
広
報
た
け
た
10
月
号
の
11
ペ
ー

ジ
「
夢
は
大
き
く 

九
州
・
全
国
へ
」

の
中
で
平
板
測
量
競
技
の
部
の
出

場
者
に
首
藤
雄
希
（
１
年
）
さ
ん

の
名
前
が
漏
れ
て
い
ま
し
た
。

　
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し

た
。
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

御沓貞則さん 本田照昭さん

田上昂平君と吉野祐美さん

表彰状を手にする吉弘さん

夢
は
大
き
く

　
　
九
州
・
全
国
へ

　
10
月
23
日
か
ら
26
日
に
か
け

て
横
浜
市
で
開
か
れ
た
第
39
回

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上

競
技
大
会
の
ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ス

ロ
ー
種
目
に
、
西
村
優
里
佳
さ

ん
（
緑
ケ
丘
中
３
年
）
が
出
場

し
ま
し
た
。

　
10
月
21
日
、
市
長
の
も
と
に

出
場
報
告
に
訪
れ
た
西
村
さ
ん

は
、「
大
分
県
の
代
表
と
し
て

恥
じ
な
い
競
技
を
。
大
会
で
は

自
己
ベ
ス
ト
を
狙
う
。」
と
意

気
込
み
を
述
べ
ま
し
た
。

○
ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ス
ロ
ー

　
や
り
投
げ
の
小
中
学
生
版
種

目
で
、
ル
ー
ル
は
や
り
投
げ
と

殆
ど
同
じ
だ
が
、
や
り
の
代
わ

り
に
タ
ー
ボ
ジ
ャ
ブ
と
呼
ば
れ

る
長
さ
約
70
㌢
ほ
ど
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
の
柔
ら
か
く
安
全
な

用
具
を
使
用
す
る
。

市長と握手を交わす西村さん
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誕
生
お
め
で
と
う

月
生
ま
れ

（
親
・
自
治
会
）

９

■竹田市立図書館
　TEL・FAX 63-1048
■荻図書室（荻みらい館内）
　TEL 68-2200 ・FAX 68-2057
■久住図書室
　TEL 76-0717・FAX 76-0724
■直入図書室
　TEL 75-2240・FAX 75-2231

11月の

竹田市立図書館の休館日は、

					3日㈪
		10日㈪
		17日㈪
		24日㈪
		28日㈮です。

「少しだけ欠けた月」
重松清　文芸春秋

　 シ リ ー ズ 季 節 風・ 秋 バ ー
ジョンが出ました！ものがた
りの歳時記 12 編がしみじみ
と心に残ります。秋の夜長に
おすすめの一冊をどうぞ！

「てじな」
土屋富士夫　福音館書店

　なにやら怪しげな手品
師 が ほ ら、 呪 文 を 唱 え ま
す。“ あんどら　うんどら
　いんどら ” めくって楽し
い、しかけえほんだよ！

〔一般の本〕
・深川にゃんにゃん横丁		 　　　宇江佐真理
・オールミッション２	 	 　　　山田　悠介
・生きるための、一句	 	 　　　細谷　亮太
・まいにち、まいにち	 	 　　　伊藤まさ子
・夫婦の格式	 	 	 　　　橋田壽賀子
・Sweet	Blue	Age	 	 　　　有川　　浩
〔子どもの本〕
・ひらがなにっき	 	 　　　長野ヒデ子
・いいから　いいから３		 　　　長谷川義史
・デモナータ　７幕	 	 　ダレン・シャン
・Twincle－ひかりもの－	 　　　香月　日輪
　　　　　　　　　　ほか50冊ほど購入しました。

日時　11月12日㈬
　　　13:20～14:00
場所　竹田幼稚園

「おはなしルーム」

日時　11月12日㈬
　　　10:30～
場所　荻みらい館

「おはなし広場」

日時　毎週火曜日
　　　10:30～11:00
場所　竹田市立図書館

日時　11月19日㈬
　　　13:30～
場所　竹田市総合社会
　　　福祉センター

「ブックスタート」 「おはなしのへや」

国指定史跡岡城跡

　家族無料観覧券

　登城時にこの券を提出してくだ
さい。1 枚につき、1 家族が 1 回
に限り無料で観覧できます。

有効期限
　平成 20年 11月８日㈯
　〜 11月 30日㈰

●お問い合せ
　竹田市教育委員会文化財課
　☎ 63-4818

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

（平成 20年 9月 30日現在）

　　　　　　　　　　	（前月比）
人　口　26,347 人　　（－ 33人）
　男性　12,287 人　　（－ 18人）
　女性　14,060 人　　（－ 15人）
世帯数　10,685 世帯（＋ 2世帯）

住民基本台帳登録人数

竹田市の人口
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こ
の

広
報

紙
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

広
報
た
け
た

№
44　

平
成

20年
11月

1日
発

行
　

■
発

行
/竹

田
市

役
所

  URL http://w
w

w
.city.taketa.oita.jp  E-m

ail taketa@
city.taketa.lg.jp

■
編

集
/総

務
企

画
部

企
画

情
報

課
情

報
化

推
進

係
　

〒
878-8555　

大
分

県
竹

田
市

大
字

会
々

1650　
■

印
刷

/い
づ

み
印

刷
㈱

平成20年 12月に１歳の誕生日を迎
えるお子さんの写真を募集します！

郷土の植物
阿孫　久見

　

山
地
の
日
当
た
り
の
良
い
草

原
の
水
湿
地
に
生
育
す
る
高
さ

20
㌢
ほ
ど
の
多
年
草
で
す
。
葉

に
赤
い
腺せ

ん

毛も
う

が
あ
り
、
毛
の
先

か
ら
粘
っ
た
液
を
分ぶ

ん

泌ぴ
つ

さ
せ
昆

虫
を
捕と

ら
え
、
消
化
酵こ

う

素そ

で
溶と

か
す
食
虫
植
物
で
す
。

　

さ
じ
を
連
想
さ
せ
る
長
い
柄

の
あ
る
互
生
の
葉
は
円
形
で
、

長
さ
、
幅
と
も
に
１
㌢
ほ
ど
で
、

地
際
に
放
射
状
に
広
が
り
ま
す
。

　

真
夏
の
頃
、
花か

茎け
い

を
直
立
さ

せ
、
そ
の
先
に
初
め
サ
ソ
リ
形

に
巻
い
た
総そ

う

状
じ
ょ
う

花か

序じ
ょ

を
伸
ば
し
、

径
８
㍉
ほ
ど
の
純
白
の
５
弁
花

を
数
個
咲
か
せ
ま
す
。

　

地
面
を
は
い
つ
く
ば
っ
て
群

生
す
る
様
子
は
ま
る
で
毛も

う

氈せ
ん

を

敷
い
た
よ
う
で
、
毛も

う

氈せ
ん

苔ご
け

の
名

が
あ
り
ま
す
。

　

竹
田
で
は
、
く
じ
ゅ
う
山
系
の

標
高
の
高
い
坊
が
つ
る
湿
原
な

ど
で
観
察
さ
れ
ま
す
が
、
足
を

踏
み
入
れ
て
は
い
け
な
い
場
所

な
の
で
、
そ
っ
と
見
守
り
た
い

も
の
で
す
。
花
期
は
７
月
で
す
。

第44回

モウセンゴケ（モウセンゴケ科）

国
指
定
史
跡
岡
城
跡

家
族
無
料
観
覧
券

有
効
期
限

　

平
成
20
年
11
月
８
日
㈯

　

〜
11
月
30
日
㈰

　
　
　
　
　

竹
田
市
教
育
委
員
会

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

平成��年��月生まれ
誕生日　親
（自治会）広報たけた

11
感
動
、
い
つ
ま
で
も
…　

―

第
63
回
国
民
体
育
大
会―

ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
加
入
推
進
説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
／
第
60
回

画
聖
「
田
能
村
竹
田
」
先
生
を
偲
ぶ
美
術
祭
／
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
が
始

ま
り
ま
す
／
た
け
た
食
育
ツ
ー
リ
ズ
ム
中
間
発
表
会

ま
ち
の
話
題
／
第
８
回
竹
田
市
荻
愛
育
保
健
推
進
員
ジ
ャ
ン
ボ
か
ぼ
ち
ゃ
大
会
／
第
62
回
瀧
廉
太
郎
記
念
全
日
本
高
等
学
校
声
楽
コ

ン
ク
ー
ル
／
第
23
回
広
島
杯
駅
伝
・
Jr
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会
／
竹
田
荻
町
ま
も
る
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
開
所
式
／
第
４
回
竹
田
市
交

通
安
全
市
民
大
会
／
佐
伯
市
上
浦
町
と
の
稲
刈
り
体
験
交
流
／
第
１
回
竹
田
国
際
映
画
祭
／
第
38
回
久
住
高
原
ま
つ
り
・
第
７
回
久

住
高
原
牛
肉
ま
つ
り
／
竹
田
市
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
施
設
整
備
工
事
安
全
祈
願
祭
／
ま
す
ま
す
お
元
気
で
１
０
０
歳

「初
はつ

　霜
しも

」
零下の結晶を身に纏う
彼は、誰よりも先に知
る。その冬の始まりを。
（写真･デザイン/竹蔵）
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第
３
回
ト
マ
ト
天
国
in
お
ぎ

  

第
29
回
荻
ふ
る
さ
と
祭
り

　

九
州
で
も
有
数
の
高
原
野
菜
生
産
地
で
あ
る

荻
町
で
、
秋
風
を
感
じ
な
が
ら
ト
マ
ト
等
の
美

味
し
い
高
原
野
菜
を
味
わ
い
ま
せ
ん
か
。

　

大
好
評
の
大
鍋
ト
マ
ト
料
理
（
無
料
）
や
高

原
野
菜
の
サ
ラ
ダ
バ
ー
の
ほ
か
、
新
商
品
の
ト

マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
「
も
ぎ
た
て
ト
マ
ト
」
の
試
飲
、

販
売
も
行
い
ま
す
。

日
時　

11
月
２
日
㈰　

９
時
～
15
時

場
所　

荻
福
祉
健
康
エ
リ
ア

●
お
問
い
合
せ

　

ト
マ
ト
天
国
in
お
ぎ
・
荻
ふ
る
さ
と
祭
り
実

行
委
員
会
事
務
局

　

九
州
ア
ル
プ
ス
商
工
会
荻
支
所

　

☎
68
‐
２
２
０
９

　

荻
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

☎
68
‐
２
２
１
１

  

第
32
回
直
入
地
域
ふ
る
さ
と
振
興
祭

　

園
児
、
児
童
、
生
徒
の
作
品
展
示
や
伝
統
芸

能
、
お
楽
し
み
抽
選
会
、
豊
後
直
入
牛
の
焼
肉

等
を
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

晩
秋
の
風
と
直
入
の
〝
ち
ょ
っ
と
い
い
所
〟

を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

11
月
９
日
㈰　

９
時
～
14
時

場
所　

直
入
総
合
支
所
前
イ
ベ
ン
ト
広
場
ほ
か

●
お
問
い
合
せ

　

直
入
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

☎
75
‐
２
２
１
１

  

第
９
回
竹
楽  

Ｔ
ｉ
ｋ
ｕ
ｒ
ａ
ｋ
ｕ

　
　

～
竹
／
音
／
光
・
共
鳴
～

　

２
万
本
の
竹
灯
籠
が
、
歴
史
的
な
街
並
み
を

浮
か
び
あ
が
ら
せ
、
観
る
人
を
幽
玄
の
世
界
へ

誘
い
ま
す
。

　

街
角
で
は
、
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
、
オ
カ
リ
ナ
の
演

奏
等
が
行
わ
れ
、
店
舗
を
使
っ
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー

も
皆
さ
ん
に
癒
し
と
感
動
を
お
届
け
し
ま
す
。

日
時　

11
月
14
日
㈮
～
16
日
㈰

場
所　

竹
田
市
街
地
、
歴
史
の
道
界
隈

※
竹
灯
籠
は
、
梵
鐘
を
合
図
に
16
時
30
分
に
点

火
さ
れ
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
市
観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会

　

☎
63
‐
０
５
８
５

　

竹
田
市
観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
竹
田
支
部

　

☎
63
‐
２
６
３
８

　

商
工
観
光
課　

☎
63
‐
４
８
０
７

　

た
け
た
竹
灯
籠
「
竹
楽
」
公
式
サ
イ
ト

h
ttp://w

w
w

2
.city.taketa.oita.jp/

tikuraku/

歴
史
資
料
館

☎
63
‐
１
９
２
３

特
別
展
示
『
奥
豊
後
と
キ
リ
シ
タ
ン
展
』

　

11
月
16
日
㈰
ま
で

　

戦
国
・
安
土
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
初
期
に
は
、

都
野
や
長
湯
、
竹
田
を
中
心
に
キ
リ
シ
タ
ン
信

仰
が
広
が
り
ま
し
た
。
往
時
を
し
の
ぶ
貴
重
な

資
料
の
展
示
と
郷
土
に
残
る
史
跡
の
紹
介
を
通

し
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
ゆ
か
り
の
地
、
竹
田
市
を

紹
介
す
る
展
示
会
で
す
。

「
奥
豊
後
と
南
画―

竹
田
・
直
入
・
竹
邨―

」

　

11
月
16
日
㈰
ま
で

　

新
収
蔵
の
田
能
村
竹
田
「
遊
覧
奇
勝
図
」
な

ど
、
竹
田
出
身
の
三
大
南
画
家
の
作
品
を
紹
介

し
ま
す
。

所
蔵
品
展
「
田
近
竹
邨
を
中
心
に
」

　

11
月
22
日
㈯
～
12
月
26
日
㈮

※
通
常
の
休
館
日
は
、
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合

は
開
館
）
と
祝
日
の
翌
日
で
す
。

　

11
月
18
日
㈫
～
21
日
㈮
は
、
常
設
展
示
復
旧

の
た
め
臨
時
休
館
し
ま
す

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館

☎
63
‐
２
２
０
０

絵
画
・
陶
芸
三
人
展

　

11
月
３
日
㈪
ま
で

　

光
風
会
会
友
の
工
藤
信
子
さ
ん
（
竹
田
市
出

身
・
千
葉
県
在
住
）
の
油
彩
画
15
点
と
一
水
会

会
友
の
早
川
和
さ
ん
の
油
彩
画
15
点
、
中
臣
窯

の
佐
藤
昭
次
さ
ん
の
陶
芸
10
点
を
展
示
。

第
44
回
大
分
県
美
術
展
写
真
部
巡
回
展

　

11
月
５
日
㈬
～
９
日
㈰

　

大
分
県
美
術
展
写
真
部
に
出
品
し
た
招
待
、

会
員
、
一
般
の
入
選
作
品
や
竹
田
地
区
入
選
作

品
を
展
示
。

第
60
回
画
聖
「
田
能
村
竹
田
」
先
生
を

し
の
ぶ
美
術
祭
特
賞
展
示

　

11
月
11
日
㈫
～
16
日
㈰

　

第
60
回
画
聖
「
田
能
村
竹
田
」
先
生
を
偲
ぶ

美
術
祭
の
特
賞
作
品
（
絵
画
・
書
道
）
を
展
示
。

竹
田
素
描
同
好
会
作
品
展

　

11
月
18
日
㈫
午
後
～
30
日
㈰

　

竹
田
素
描
同
好
会
11
人
に
よ
る
素
描
作
品

（
モ
ノ
ク
ロ
）、
油
彩
、
パ
ス
テ
ル
、
水
彩
画
等

約
40
点
を
展
示
。

岡
の
里
事
業
20
年
回
顧
展
示
会

　

12
月
３
日
㈬
～
14
日
㈰

　

地
層
・
植
物
・
野
鳥
・
石
造
文
化
・
水
環
境

等
に
つ
い
て
パ
ネ
ル
写
真
を
活
用
し
て
展
示
。

※
通
常
の
休
館
日
は
、
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合

は
開
館
）
と
祝
日
の
翌
日
で
す
。

　

12
月
２
日
㈫
は
、
展
示
替
え
の
た
め
休
館
し

ま
す
。
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11
月
の
お
知
ら
せ

催　

し

竹
田
市
文
化
連
盟　

秋
季
芸
能
祭

　

竹
田
市
文
化
連
盟
の
芸
能
部
・
邦
楽
部
20
団

体
に
よ
る
、
秋
恒
例
の
民
謡
民
舞
の
祭
典
が
今

年
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時　

11
月
９
日
㈰　

11
時
開
演

場
所　

竹
田
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
市
文
化
連
盟
事
務
局
（
竹
田
市
文
化
会
館
）

　

☎
63
‐
２
７
３
４

神
原
ハ
レ
鎮
守
の
森
コ
ン
サ
ー
ト

　

尺
八
や
大
正
琴
、
琵
琶
の
演
奏
の
ほ
か
、
夜

神
楽
も
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
身
も
心
も
温
ま
る
地
元
食
材
を
使
っ

た
猪
鍋
や
甘
酒
等
を
準
備
し
て
い
ま
す
。
ご
家

族
や
お
友
達
と
ご
一
緒
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
気
温
が
下
が
り
ま
す
の
で
防
寒
の
準

備
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

日
時　

11
月
９
日
㈰　

18
時
～

場
所　

健
男
霜
凝
日
子
神
社
（
神
原
）

入
場
料　

無
料

●
お
問
い
合
せ

　

神
の
里
交
流
セ
ン
タ
ー
「
緒
環
」
（
三
田
井
）

　

☎
67
‐
２
２
８
８

第
62
回
竹
田
市
駅
伝
競
走
大
会

日
時　

11
月
30
日
㈰　

10
時
ス
タ
ー
ト

場
所　

菅
生
農
村
改
善
セ
ン
タ
ー

コ
ー
ス　

菅
生
農
村
改
善
セ
ン
タ
ー
前
～
荻
～

宮
砥
～
入
田
～
玉
来
～
総
合
運
動
公
園

●
お
問
い
合
せ

　

生
涯
学
習
課
社
会
体
育
係

　

☎
63
‐
４
８
１
７

防　

災

お
お
い
た
減
災
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

大
分
県
で
は
、
県
民
の
大
規
模
な
地
震
に
対

す
る
危
機
意
識
や
防
災
に
対
す
る
取
り
組
み
強

化
の
機
運
を
高
め
、
自
主
的
な
防
災
対
策
の
推

進
を
図
る
た
め
、
お
お
い
た
減
災
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

11
月
７
日
㈮　

13
時
30
分
～

場
所　

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
駐
車
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
で
き

る
だ
け
乗
り
合
わ
せ
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　

総
務
課
消
防
交
通
係　

☎
63
‐
４
８
０
０

人　

権

２
０
０
８
人
権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
た
け
た

第
４
回
人
権
を
守
る
市
民
の
集
い

日
時　

11
月
12
日
㈬　

13
時
～

場
所　

竹
田
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

内
容

・
市
内
の
小
・
中
学
生
に
よ
る
人
権
標
語
、
人

権
ポ
ス
タ
ー
作
品
入
賞
者
表
彰
式

・
人
権
講
演
会
「
竹
田
の
子
守
唄
～
名
曲
に
隠

さ
れ
た
事
実
～
」

　

講
師　

藤
田　

正
さ
ん

・
人
権
ポ
ス
タ
ー
の
応
募
作
品
と
豊
岡
小
学
校

の
児
童
に
よ
る
「
人
権
の
花
運
動
」
の
取
り

組
み
を
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

人
権
・
同
和
対
策
課　

☎
63
‐
４
８
２
０

運　

動

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

　

毎
年
11
月
12
日
か
ら
25
日
は
「
女
性
に
対
す

る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
期
間
で
す
。

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
＝
ド

メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
、
セ
ク
ハ

ラ
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
売
買
春
、
性
犯
罪
等

の
女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、
女
性
の
人
権
を
侵

害
す
る
も
の
で
あ
り
、
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
機
会
に
、
あ
な
た
や
あ
な
た
の
親
し
い

人
が
抱
え
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

◇
女
性
の
問
題
に
対
す
る
相
談
窓
口

○
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力

　

配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
７
‐
５
４
４
‐
３
９
０
０

　

月
～
金　

９
時
～
21
時

　

土
日
祝　

13
時
～
21
時

○
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
ス
ト
ー
カ
ー
等

　

警
察
安
全
相
談
・
大
分
県
警
察
本
部
広
報
課

　

☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
４
１
０
７

　

☎
０
９
７
‐
５
３
４
‐
９
１
１
０

　

月
～
金　

９
時
30
分
～
18
時

※
最
寄
り
の
警
察
署
安
全
相
談
係
で
も
相
談
で

き
ま
す
。

○
職
場
で
の
セ
ク
ハ
ラ
や
性
別
に
よ
る
差
別
的
取
扱

　

大
分
労
働
局
雇
用
均
等
室

　

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
４
０
２
５

　

月
～
金　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

○
ス
ク
ー
ル
・
セ
ク
ハ
ラ

　

ス
ク
ー
ル
・
セ
ク
ハ
ラ
相
談
窓
口

　

（
大
分
県
教
育
庁
人
権
・
同
和
教
育
課
）

　

☎
０
９
７
‐
５
３
４
‐
４
３
６
６

　

月
～
金　

９
時
～
17
時

　

Ｅ
メ
ー
ル　

no-sekuhara@
oita-ed.jp

○
女
性
の
人
権
問
題
全
般

　

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
大
分
地
方
法
務
局
）

　

☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

　

月
～
金　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
11
月
17
～
21
日　

８
時
30
分
～
19
時

　

11
月
22
～
23
日　

10
時
～
17
時

○
女
性
が
抱
え
る
様
々
な
問
題
や
悩
み
を
解
決

す
る
た
め
の
助
言
や
情
報
提
供

　

女
性
総
合
相
談
（
ア
イ
ネ
ス
）

　

☎
０
９
７
‐
５
３
４
‐
８
８
７
４

　

月
～
金　

９
時
～
16
時
30
分

年　

金

「
付
加
年
金
」
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

付
加
年
金
は
、
老
後
に
よ
り
高
い
年
金
を
受

け
た
い
と
考
え
て
い
る
方
が
、
毎
月
の
保
険
料

の
他
に
付
加
保
険
料
と
し
て
月
額
４
０
０
円
を

上
乗
せ
し
て
納
め
る
こ
と
に
よ
り
、
老
齢
基
礎

年
金
の
受
給
権
を
得
た
時
に
老
齢
基
礎
年
金
に

加
算
さ
れ
ま
す
。

付
加
年
金
額
＝
２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
納
付
月
数

　

加
入
で
き
る
の
は
、
農
林
漁
業
者
、
自
営
業

者
の
方
々
と
い
っ
た
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保

険
者
の
方
だ
け
で
す
。
（
65
歳
ま
で
の
任
意
加

入
被
保
険
者
を
含
む
）

　

国
民
年
金
基
金
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、
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国
民
年
金
基
金
が
付
加
年
金
を
取
り
入
れ
た
制

度
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
納
め
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
保
険
料
を
免
除
さ
れ
て
い
る
方
も
納

め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
９
７
‐
５
５
２
‐
１
２
１
１

　

市
民
課
年
金
係　
　
　
　

☎
63
‐
４
８
０
４

　

荻
総
合
支
所
市
民
生
活
課　

☎
68
‐
２
２
１
３

　

久
住
総
合
支
所
市
民
生
活
課　

☎
76
‐
１
１
１
３

　

直
入
総
合
支
所
市
民
生
活
課　

☎
75
‐
２
２
１
３

税　

金

個
人
事
業
税
第
２
期
の
納
期
限
は

11
月
17
日
㈪
で
す

　

個
人
事
業
税
第
２
期
の
納
期
限
が
近
づ
い
て

い
ま
す
。
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
納
税
に
は
、
便
利
な
口
座
振
替
の
制

度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
県
豊
後
大
野
県
税
事
務
所

　

☎
０
９
７
４
‐
22
‐
７
５
０
１

65
歳
以
上
の
方
の
所
得
税
、
個
人
住

民
税
に
お
け
る
障
害
者
控
除
認
定

　

65
歳
以
上
（
昭
和
19
年
１
月
１
日
以
前
生

ま
れ
）
の
方
で
、
①
要
介
護
者
と
し
て
認
定
を

受
け
て
お
り
、
②
障
害
者
手
帳
（
身
体
、
知
的
、

精
神
）
を
お
持
ち
で
な
い
方
に
、
一
定
の
基
準

を
満
た
し
て
い
る
場
合
、
「
障
害
者
控
除
対
象

者
認
定
書
」
を
発
行
し
ま
す
。

　

こ
の
認
定
書
を
発
行
さ
れ
た
方
は
、
障
害
者

手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
と
同
様
に
所
得

税
、
個
人
住
民
税
に
お
け
る
障
害
者
控
除
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

認
定
書
の
発
行
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
福
祉

事
務
所
ま
で
お
申
し
出
下
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　

福
祉
事
務
所
福
祉
係　

☎
63
‐
４
８
１
１

生　

活

借
金
問
題
で
お
困
り
の
方
へ

　

９
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
の
間
、
「
多
重
債

務
者
相
談
強
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
多
重
債
務
者
無
料
相
談

会
を
開
催
し
、
弁
護
士
・
司
法
書
士
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。

◇
豊
後
大
野
会
場

　

日
時　

12
月
２
日
㈫　

13
～
16
時

　

場
所　

中
央
公
民
館　

２
階
会
議
室

◇
竹
田
会
場

　

日
時　

12
月
３
日
㈬　

13
～
16
時

　

場
所　

竹
田
市
文
化
会
館
大
会
議
室

内
容　

市
職
員
に
よ
る
内
容
整
理
の
た
め
の
面

談
（
30
分
）
の
の
ち
、
弁
護
士
、
司
法
書
士

が
多
重
債
務
に
関
す
る
無
料
相
談
（
30
分
）

を
行
い
ま
す
。

申
込
方
法　

お
電
話
で
事
前
に
予
約
し
て
く
だ

さ
い
。
受
付
は
申
込
順
で
、
定
員
（
15
名
）

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

・
豊
後
大
野
会
場
を
希
望
の
場
合

　

豊
後
大
野
市
商
工
観
光
課

　

☎
０
９
７
４
‐
22
‐
１
０
０
１
（
２
４
１
０
）

・
竹
田
会
場
を
希
望
の
場
合

　

竹
田
市
商
工
観
光
課　

☎
63
‐
４
８
０
７

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

豊
後
大
野
市
商
工
観
光
課

　

☎
０
９
７
４
‐
22
‐
１
０
０
１
（
２
４
１
０
）

　

竹
田
市
商
工
観
光
課　

☎
63
‐
４
８
０
７

高
齢
者
の
く
ら
し
安
心
セ
ミ
ナ
ー

　

近
年
、
高
齢
者
を
狙
っ
た
悪
質
商
法
が
多
発

し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
高
齢
者
に
接
す
る

機
会
の
多
い
方
達
を
中
心
に
高
齢
者
被
害
の
実

態
や
対
処
法
等
に
つ
い
て
知
識
を
深
め
、
高
齢

者
被
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

12
月
５
日
㈮　

13
時
～
15
時
30
分

場
所　

竹
田
商
工
会
館　

２
階
ホ
ー
ル

対
象
者　

民
生
委
員
、
自
治
委
員
、
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
ヘ
ル
パ
ー
等

内
容　

高
齢
者
の
見
守
り
、
高
齢
者
を
狙
う
悪

質
商
法
と
対
処
の
仕
方
に
つ
い
て
の
講
演
。

申
込
方
法　

商
工
観
光
課
ま
で
お
電
話
で
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。
受
付
は
申
込
順
で
、
定
員

（
50
名
程
度
）
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

商
工
観
光
課　

☎
63
‐
４
８
０
７

調　

査

住
生
活
総
合
調
査

　

12
月
１
日
、
全
国
で
住
生
活
総
合
調
査
が
行

な
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
10
月
に
行
な
わ
れ
た
住
宅
・
土

地
統
計
調
査
の
１
１
８
指
定
調
査
区
の
中
か
ら

６
調
査
区
・
48
世
帯
を
対
象
に
、
居
住
環
境
を

含
め
た
住
生
活
全
般
に
関
す
る
実
態
や
、
居
住

者
の
意
向
・
満
足
度
を
総
合
的
に
調
査
す
る
も

の
で
す
。
調
査
の
結
果
は
住
生
活
基
本
法
に
基

づ
く
住
生
活
の
安
定
・
向
上
に
係
る
総
合
的
な

施
策
を
推
進
す
る
た
め
の
資
料
と
な
り
ま
す
。

　

調
査
員
が
お
宅
に
伺
い
ま
す
の
で
、
調
査
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

建
設
課
庶
務
係　

☎
63
‐
４
８
０
８

❸



た
け

た
ん

情
報

  平
成

20
年

11
月

号

16 ㈰ ・家庭の日　・第 19 回豊の国ねんりんピック竹田市選手団決団式 7:00 ～（竹田市役所）　・第 19 回豊の国ねんりんピック総合開会式 9:00 ～（県立総合体育館）　・大分県 B ＆ G
マリンスポーツ大会（剣道競技）10:30 ～（竹田市直入 B ＆ G 海洋センター体育館）　・大分県立三重総合高校久住校創立 60 周年記念式典 13:30 ～（三重総合高校久住校）

17 ㈪ ・おおいた地産地消の日　・健康なんでも相談 9:30 ～ 11:00（竹田市総合社会福祉センター）　・竹田市公立幼稚園（竹田・南部・直入）交流会「なか
よし幼稚園パートⅡ」10:00 ～ 13:00（竹田市体育センター）　・個人事業税第 2 期納期限　・荻の里温泉休館日　・陽目の里名水茶屋休業日

18 ㈫ ・おはなしのへや 10:30 ～（竹田市立図書館）

19 ㈬
・食育の日　・温泉療養文化館「御前湯」休館日　・行政相談 10:00 ～ 12:00（竹田市総合社会福祉センター／直入総合支所）　・年金相談 10:00 ～ 15:00（竹田市高齢者いきいき交流セン
ター）　・大分県行政書士会無料相談会 13:00 ～ 16:00（大分県行政書士会〔大分市〕）　・第 33 回大分県高等学校総合文化祭豊肥大会 9:00 ～（竹田市文化会館）（～ 20 日）　・ブックスタ
ート 13:30 ～（竹田市総合社会福祉センター）　・荻地域障がい者巡回相談会 14:00 ～ 15:30（荻福祉健康エリア）

20 ㈭ ・成牛市場 9:30 ～（豊肥市場）　・行政相談 10:00 ～ 12:00（荻総合支所）
・竹田温泉「花水月」休館日

21 ㈮
22 ㈯ ・竹田市歩こう会「岡城跡散策」9:30 広瀬神社下集合（※ 1）

・童謡と絵本の会 10:00 ～ 11:30（佐藤義美記念館「このこのおうち」）

23 ㈰ ・勤労感謝の日　・岡の里あゆみ展 9:00 ～ 17:00（竹田創生館）（～ 12 月 14 日）
・岡の里ふるさと市民講座「地層観察会」10:00 ～ 15:00（そうぞうの丘）

24 ㈪ ・振替休日
・無料調停相談会 9:30 ～ 15:30（竹田市文化会館）

25 ㈫ ・おはなしのへや 10:30 ～（竹田市立図書館）
・荻の里温泉休館日　・陽目の里名水茶屋休業日

26 ㈬ ・久住地域障がい者巡回相談会 14:00 ～ 15:30（久住保健センター）

27 ㈭ ・鳥獣被害対策に関する講演会（仮称）10:00 ～ 12:00（竹田市役所）　・「人権の花運動」感謝状授与式 10:30 ～（豊岡小学校）　・竹田温泉「花水月」休館日　・岡の里ふるさと市民講座「石橋散策会」
8:30 ～ 12:00（歴史資料館）　・住民基本台帳ネットワークシステム停止日（機器更改のため、住基カードの作成・更新、広域交付による住民票の発行、公的個人認証サービスが受けられません。）

28 ㈮ ・おも城サイトミュージアム 13:00 ～（岡城跡駐車場）※要予約：文化財課 ☎ 63-4818

29 ㈯
30 ㈰ ・大分県郡市対抗女子駅伝竹田市選手団結団式 8:40 ～（菅生農村改善センター） ・第 62 回竹田市駅伝競走大会 10:00 ～（菅生農村改善センター） ・健康づくり推進大会 13:00 ～ 16:00（竹田市総合社会福祉セン

ター） ・岡の里ふるさと市民講座「野鳥観察会」9:00 ～ 10:30（旧竹田市給食調理場前空地）／「植物観察会」10:00 ～ 12:00（歴史資料館）／「ビオトープ研修会」14:00 ～ 15:30（友建コンクリート前）

月　間
その他

・12 月 1 日㈪　固定資産税 4 期、国民健康保険税 5 期、介護保険料 5 期、後期高齢者医療保険料 5 期納期限
・12 月 5 日㈮　荻地域人権啓発講演会 13:00 ～ 15:00（緑ヶ丘中学校体育館）　　　
・12 月 6 日㈯　第 35 回竹田市少年少女駅伝ロードレース大会 9:00 ～（竹田市総合運動公園陸上競技場）　・歳末助け合いチャリティショー① 11:00 ～ ② 16:00 ～（竹田市文化会館）
・大分県地産地消キャンペーン　・児童虐待防止推進月間　・エコドライブ推進月間　・全国青少年健全育成強調月間　・共同募金運動（～ 12 月 31 日）

※健診等保健衛生に関する日程は、いきいきたけた情報カレンダーをご覧ください。　※1：お問い合せ　竹田市歩こう会（山本会長：☎ 62–2501）　※2：お問い
合せ　岡の里事業実行委員会（竹田創生館）☎ 62–4100　※心の悩み無料相談会に関するお問い合せはカウンセラーまで（野々下昇策　☎ 080–5274–3359）

1 ㈯ ・第 21 回緩木森林公園祭り・大分県神社庁直入支部附属楽員会第 36 回神楽研修会 9:00 ～（緩木森林公園）　・田能村竹田 174 年祭遺墨展 9:00 ～（旧竹田荘画聖堂）（～ 3 日）　・第 60 回瀧廉太郎を偲ぶ音楽祭 9:00 ～（竹田市文化会館）
・第 60 回画聖「田能村竹田」先生をしのぶ美術祭（竹田市体育センター）（～ 4 日）　・竹田養護学校「地域ふれあい作品展」（サンリブ竹田店）（～ 7 日）　・イザベル音楽祭 17:30 ～ 19:00（隠れキリシタン洞窟礼拝堂〔殿町〕）

2 ㈰ ・田能村竹田 174 年祭茶会 9:00 ～ 15:00（旧竹田荘）（～ 3 日）　・第 3 回トマト天国 in おぎ・第 29 回荻ふるさと祭り 9:00 ～ 16:00（荻福祉健康エリア）　・第 27 回竹田市紅葉まつり弓道大会 9:30 ～（大分県立竹田高
等学校）　・大分県畜産共進会（乳牛の部）9:30 ～（みどりの王国〔大分市〕）　・入国・在留・国籍手続無料相談会 13:00 ～ 16:00（コンパルホール〔大分市〕）　・第９回嫗岳地区文化祭 10:00 ～（嫗岳分館・あ祖母学舎）

3 ㈪ ・文化の日　・B&G 財団会長杯争奪直入少年剣道大会 9:00 ～（竹田市 B&G 直入海洋センター体育館）　・田能村竹田 174 年祭献茶式 9:00 ～（旧竹田荘画聖堂）　・第 33 回コロニー久住・パルクラブ
収穫祭 9:30 ～（福祉工場パルクラブ）　・第 60 回画聖「田能村竹田」先生をしのぶ美術祭表彰式 10:00 ～（竹田市文化会館）　・平成 20 年竹田市功労者表彰 13:30 ～（竹田市総合社会福祉センター）

4 ㈫ ・おはなしのへや 10:30 ～（竹田市立図書館）
・荻の里温泉休館日　・陽目の里名水茶屋休業日

5 ㈬ ・まちとアートの出会うとき＠竹田 19:00 ～（茶房御客屋）

6 ㈭ ・竹田市歩こう会「用作公園」9:30JR 豊後竹田駅前集合（※ 1）
・竹田温泉「花水月」休館日

7 ㈮ ・愛育まつり 9:00 ～（直入総合運動公園）
・おおいた減災フォーラム 13:30 ～ 16:30（竹田市総合社会福祉センター）

8 ㈯ ・第 36 回荻地域男子バレーボール大会 9:00 ～（荻公民館体育館ほか）　・21 ふれあい健康づくりの集い 9:00 ～ 12:00（竹田市文化会館）
・童謡と絵本の会 10:00 ～ 11:30（佐藤義美記念館〔このこのおうち〕）　・八幡山縁日「楽市楽座」１周年記念イベント 10:00 ～ 15:00（いこいの広場・NTT 駐車場周辺）

9 ㈰
・「119番」の日　・秋季全国火災予防運動（～15日）　・竹田市消防団直入方面隊模擬火災防御訓練　・竹田市消防団竹田方面隊建物火災防御訓練6:30～（神川地区）　・直入地域ふるさと振興祭9:00～14:00（直入総合支所周辺）　
・第41回荻地域女子バレーボール大会9:00～（荻公民館体育館ほか）　・森林と竹と椎茸の一日体験教室①「渓谷トレッキングと椎茸収穫体験～森を学び、森と学ぶ～」10:00～16:00（神の里交流センター「緒環」）　・竹田市文化連盟「秋季芸能祭」
11:00～（竹田市文化会館）　・第20回メンヒルの里おこし弓まつり大会13:00～（森八幡社〔穴井迫〕）　・神原ハレ鎮守の森コンサート18:00～（健男霜凝日子神社）　・第9回万葉の里城原もみじ祭り・ミニ敬老会13:30～16:30（旧朝日屋酒造）

10 ㈪ ・全国糖尿病週間（～ 16 日）
・荻の里温泉休館日・陽目の里名水茶屋休業日

11 ㈫ ・おはなしのへや 10:30 ～（竹田市立図書館）　・県病健康教室 13:00 ～ 14:00（大分県立病院）
・平成 20 年分給与所得の年末調整説明会 14:00 ～ 15:30（竹田市役所 3F 会議室）　・税を考える週間（～ 17 日）

12 ㈬
・女性に対する暴力をなくす運動（～ 25 日） ・子牛市場 10:00 ～（豊肥市場） ・平成 20 年分給与所得の年末調整説明会 10:00 ～ 11:30,14:00 ～ 15:30（竹田市役所 3F 会議室） ・銃砲刀剣類登録審査会 10:30 ～ 16:00（大分県総合庁舎〔大分市〕）
・第 4 回人権を守る市民の集い 13:00 ～（竹田市文化会館）　・まちとアートの出会うとき＠久住 19:00 ～（カフェ・ボイボイ）　・第 11 回ドイツ映画鑑賞サークル「青い棘」19:30 ～（直入総合支所大会議室）※ R-15（15 歳未満鑑賞禁止）　
・おはなし広場 10:30 ～（荻みらい館）　・竹田市高齢者大学「人権を守る市民の集い」13:00 ～（竹田市文化会館）　・おはなしルーム 13:20 ～ 14:00（竹田幼稚園）　・竹田地域障がい者巡回相談会 13:30 ～ 15:00（竹田市総合社会福祉センター）

13 ㈭ ・竹田温泉「花水月」休館日

14 ㈮ ・第 9 回たけた竹灯籠「竹楽」～竹／音／光・共鳴～（竹田市街地、歴史の道界隈）（～ 16 日）　・心のトラブルと食事の関係 12:30 ～ 15:30（竹田南高校）・第 48 回大分県小学校長研究大会
（久住公民館，久住総合支所）　・おも城サイトミュージアム 13:00 ～（岡城跡駐車場）※要予約：文化財課 ☎ 63-4818　・大分県都市国民年金協議会総会 13:30 ～（竹田市役所）

15 ㈯ ・国指定重要文化財願成院本堂 “ 愛染堂 ” 御開帳 9:00 ～ 15:00（～ 16 日）
・久住地域人権啓発講演会 19:00 ～ 20:30（久住公民館）

竹田市のこよみ11月2008年

※行政相談に関するお問い合せは、行政相談委員まで（小河晴義　☎ 62–3662、太田正一　☎ 68–2480、渡辺善照　☎ 77–2067、斉藤義昭　☎ 75–2692）

　　岡城・城下町もみじフェスタ　11月1日㈯～24日㈪
○一 店 一 宝 展　1日㈯～24日㈪（竹田商店街）
○レ ト ロ 写 真 館　1日㈯～24日㈪（旧セブンスポーツ）
○イ ザ ベ ル 音 楽 祭　1日㈯　17:30～19:00（隠れキリシタン洞窟礼拝堂〔殿町〕）
○八 幡 山 「 楽 市 楽 座」 8日㈯　10:00～15:00（いこいの広場・NTT駐車場周辺）
○たけた竹灯籠「竹楽」 14日㈮～16日㈰　16:30点火（竹田市街地・歴史の道界隈）
○国指定重要文化財願成院本堂“愛染堂”御開帳　15日～16日　9:00～15:00（願成院）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※拝観料300円

岡の里事業実行委員会創立20周年記念事業
◇岡 の 里 あ ゆ み 展　23日㈰～12月14日㈰
◇ふるさと市民講座
・地 層 観 察 会　23日㈰　10:00～15:00　そうぞうの丘　
　「岡城跡の阿蘇溶結凝灰岩の役割」　　　　  工藤幸久さん　参加料500円
・石 橋 散 策 会　27日㈭　  8:30～12:00　歴史資料館
　「石橋を訪ね、先人の苦労を偲ぶ」　　　　  衛藤頼光さん　参加費200円
・野 鳥 観 察 会　30日㈰　  9:00～10:30　旧給食調理場前広場
　「冬の水辺の野鳥」　　　　　　　　　　　  後藤　聡さん　参加費   無料
・植 物 観 察 会　30日㈰　10:00～12:00　歴史資料館
　「大正公園周辺の植物」　　　　　　　　  　阿孫久見さん　参加費500円
・ビオトープ研修会　30日㈰　14:00～15:30　友建コンクリート前
　「生態系保全の圃場整備」　　　　　　　　  杉浦嘉雄さん　参加費500円



20
08

年
11

月
発

行

16 ㈰ ・家庭の日　・第 19 回豊の国ねんりんピック竹田市選手団決団式 7:00 ～（竹田市役所）　・第 19 回豊の国ねんりんピック総合開会式 9:00 ～（県立総合体育館）　・大分県 B ＆ G
マリンスポーツ大会（剣道競技）10:30 ～（竹田市直入 B ＆ G 海洋センター体育館）　・大分県立三重総合高校久住校創立 60 周年記念式典 13:30 ～（三重総合高校久住校）

17 ㈪ ・おおいた地産地消の日　・健康なんでも相談 9:30 ～ 11:00（竹田市総合社会福祉センター）　・竹田市公立幼稚園（竹田・南部・直入）交流会「なか
よし幼稚園パートⅡ」10:00 ～ 13:00（竹田市体育センター）　・個人事業税第 2 期納期限　・荻の里温泉休館日　・陽目の里名水茶屋休業日

18 ㈫ ・おはなしのへや 10:30 ～（竹田市立図書館）

19 ㈬
・食育の日　・温泉療養文化館「御前湯」休館日　・行政相談 10:00 ～ 12:00（竹田市総合社会福祉センター／直入総合支所）　・年金相談 10:00 ～ 15:00（竹田市高齢者いきいき交流セン
ター）　・大分県行政書士会無料相談会 13:00 ～ 16:00（大分県行政書士会〔大分市〕）　・第 33 回大分県高等学校総合文化祭豊肥大会 9:00 ～（竹田市文化会館）（～ 20 日）　・ブックスタ
ート 13:30 ～（竹田市総合社会福祉センター）　・荻地域障がい者巡回相談会 14:00 ～ 15:30（荻福祉健康エリア）

20 ㈭ ・成牛市場 9:30 ～（豊肥市場）　・行政相談 10:00 ～ 12:00（荻総合支所）
・竹田温泉「花水月」休館日

21 ㈮
22 ㈯ ・竹田市歩こう会「岡城跡散策」9:30 広瀬神社下集合（※ 1）

・童謡と絵本の会 10:00 ～ 11:30（佐藤義美記念館「このこのおうち」）

23 ㈰ ・勤労感謝の日　・岡の里あゆみ展 9:00 ～ 17:00（竹田創生館）（～ 12 月 14 日）
・岡の里ふるさと市民講座「地層観察会」10:00 ～ 15:00（そうぞうの丘）

24 ㈪ ・振替休日
・無料調停相談会 9:30 ～ 15:30（竹田市文化会館）

25 ㈫ ・おはなしのへや 10:30 ～（竹田市立図書館）
・荻の里温泉休館日　・陽目の里名水茶屋休業日

26 ㈬ ・久住地域障がい者巡回相談会 14:00 ～ 15:30（久住保健センター）

27 ㈭ ・鳥獣被害対策に関する講演会（仮称）10:00 ～ 12:00（竹田市役所）　・「人権の花運動」感謝状授与式 10:30 ～（豊岡小学校）　・竹田温泉「花水月」休館日　・岡の里ふるさと市民講座「石橋散策会」
8:30 ～ 12:00（歴史資料館）　・住民基本台帳ネットワークシステム停止日（機器更改のため、住基カードの作成・更新、広域交付による住民票の発行、公的個人認証サービスが受けられません。）

28 ㈮ ・おも城サイトミュージアム 13:00 ～（岡城跡駐車場）※要予約：文化財課 ☎ 63-4818

29 ㈯
30 ㈰ ・大分県郡市対抗女子駅伝竹田市選手団結団式 8:40 ～（菅生農村改善センター） ・第 62 回竹田市駅伝競走大会 10:00 ～（菅生農村改善センター） ・健康づくり推進大会 13:00 ～ 16:00（竹田市総合社会福祉セン

ター） ・岡の里ふるさと市民講座「野鳥観察会」9:00 ～ 10:30（旧竹田市給食調理場前空地）／「植物観察会」10:00 ～ 12:00（歴史資料館）／「ビオトープ研修会」14:00 ～ 15:30（友建コンクリート前）

月　間
その他

・12 月 1 日㈪　固定資産税 4 期、国民健康保険税 5 期、介護保険料 5 期、後期高齢者医療保険料 5 期納期限
・12 月 5 日㈮　荻地域人権啓発講演会 13:00 ～ 15:00（緑ヶ丘中学校体育館）　　　
・12 月 6 日㈯　第 35 回竹田市少年少女駅伝ロードレース大会 9:00 ～（竹田市総合運動公園陸上競技場）　・歳末助け合いチャリティショー① 11:00 ～ ② 16:00 ～（竹田市文化会館）
・大分県地産地消キャンペーン　・児童虐待防止推進月間　・エコドライブ推進月間　・全国青少年健全育成強調月間　・共同募金運動（～ 12 月 31 日）

※健診等保健衛生に関する日程は、いきいきたけた情報カレンダーをご覧ください。　※1：お問い合せ　竹田市歩こう会（山本会長：☎ 62–2501）　※2：お問い
合せ　岡の里事業実行委員会（竹田創生館）☎ 62–4100　※心の悩み無料相談会に関するお問い合せはカウンセラーまで（野々下昇策　☎ 080–5274–3359）

1 ㈯ ・第 21 回緩木森林公園祭り・大分県神社庁直入支部附属楽員会第 36 回神楽研修会 9:00 ～（緩木森林公園）　・田能村竹田 174 年祭遺墨展 9:00 ～（旧竹田荘画聖堂）（～ 3 日）　・第 60 回瀧廉太郎を偲ぶ音楽祭 9:00 ～（竹田市文化会館）
・第 60 回画聖「田能村竹田」先生をしのぶ美術祭（竹田市体育センター）（～ 4 日）　・竹田養護学校「地域ふれあい作品展」（サンリブ竹田店）（～ 7 日）　・イザベル音楽祭 17:30 ～ 19:00（隠れキリシタン洞窟礼拝堂〔殿町〕）

2 ㈰ ・田能村竹田 174 年祭茶会 9:00 ～ 15:00（旧竹田荘）（～ 3 日）　・第 3 回トマト天国 in おぎ・第 29 回荻ふるさと祭り 9:00 ～ 16:00（荻福祉健康エリア）　・第 27 回竹田市紅葉まつり弓道大会 9:30 ～（大分県立竹田高
等学校）　・大分県畜産共進会（乳牛の部）9:30 ～（みどりの王国〔大分市〕）　・入国・在留・国籍手続無料相談会 13:00 ～ 16:00（コンパルホール〔大分市〕）　・第９回嫗岳地区文化祭 10:00 ～（嫗岳分館・あ祖母学舎）

3 ㈪ ・文化の日　・B&G 財団会長杯争奪直入少年剣道大会 9:00 ～（竹田市 B&G 直入海洋センター体育館）　・田能村竹田 174 年祭献茶式 9:00 ～（旧竹田荘画聖堂）　・第 33 回コロニー久住・パルクラブ
収穫祭 9:30 ～（福祉工場パルクラブ）　・第 60 回画聖「田能村竹田」先生をしのぶ美術祭表彰式 10:00 ～（竹田市文化会館）　・平成 20 年竹田市功労者表彰 13:30 ～（竹田市総合社会福祉センター）

4 ㈫ ・おはなしのへや 10:30 ～（竹田市立図書館）
・荻の里温泉休館日　・陽目の里名水茶屋休業日

5 ㈬ ・まちとアートの出会うとき＠竹田 19:00 ～（茶房御客屋）

6 ㈭ ・竹田市歩こう会「用作公園」9:30JR 豊後竹田駅前集合（※ 1）
・竹田温泉「花水月」休館日

7 ㈮ ・愛育まつり 9:00 ～（直入総合運動公園）
・おおいた減災フォーラム 13:30 ～ 16:30（竹田市総合社会福祉センター）

8 ㈯ ・第 36 回荻地域男子バレーボール大会 9:00 ～（荻公民館体育館ほか）　・21 ふれあい健康づくりの集い 9:00 ～ 12:00（竹田市文化会館）
・童謡と絵本の会 10:00 ～ 11:30（佐藤義美記念館〔このこのおうち〕）　・八幡山縁日「楽市楽座」１周年記念イベント 10:00 ～ 15:00（いこいの広場・NTT 駐車場周辺）

9 ㈰
・「119番」の日　・秋季全国火災予防運動（～15日）　・竹田市消防団直入方面隊模擬火災防御訓練　・竹田市消防団竹田方面隊建物火災防御訓練6:30～（神川地区）　・直入地域ふるさと振興祭9:00～14:00（直入総合支所周辺）　
・第41回荻地域女子バレーボール大会9:00～（荻公民館体育館ほか）　・森林と竹と椎茸の一日体験教室①「渓谷トレッキングと椎茸収穫体験～森を学び、森と学ぶ～」10:00～16:00（神の里交流センター「緒環」）　・竹田市文化連盟「秋季芸能祭」
11:00～（竹田市文化会館）　・第20回メンヒルの里おこし弓まつり大会13:00～（森八幡社〔穴井迫〕）　・神原ハレ鎮守の森コンサート18:00～（健男霜凝日子神社）　・第9回万葉の里城原もみじ祭り・ミニ敬老会13:30～16:30（旧朝日屋酒造）

10 ㈪ ・全国糖尿病週間（～ 16 日）
・荻の里温泉休館日・陽目の里名水茶屋休業日

11 ㈫ ・おはなしのへや 10:30 ～（竹田市立図書館）　・県病健康教室 13:00 ～ 14:00（大分県立病院）
・平成 20 年分給与所得の年末調整説明会 14:00 ～ 15:30（竹田市役所 3F 会議室）　・税を考える週間（～ 17 日）

12 ㈬
・女性に対する暴力をなくす運動（～ 25 日） ・子牛市場 10:00 ～（豊肥市場） ・平成 20 年分給与所得の年末調整説明会 10:00 ～ 11:30,14:00 ～ 15:30（竹田市役所 3F 会議室） ・銃砲刀剣類登録審査会 10:30 ～ 16:00（大分県総合庁舎〔大分市〕）
・第 4 回人権を守る市民の集い 13:00 ～（竹田市文化会館）　・まちとアートの出会うとき＠久住 19:00 ～（カフェ・ボイボイ）　・第 11 回ドイツ映画鑑賞サークル「青い棘」19:30 ～（直入総合支所大会議室）※ R-15（15 歳未満鑑賞禁止）　
・おはなし広場 10:30 ～（荻みらい館）　・竹田市高齢者大学「人権を守る市民の集い」13:00 ～（竹田市文化会館）　・おはなしルーム 13:20 ～ 14:00（竹田幼稚園）　・竹田地域障がい者巡回相談会 13:30 ～ 15:00（竹田市総合社会福祉センター）

13 ㈭ ・竹田温泉「花水月」休館日

14 ㈮ ・第 9 回たけた竹灯籠「竹楽」～竹／音／光・共鳴～（竹田市街地、歴史の道界隈）（～ 16 日）　・心のトラブルと食事の関係 12:30 ～ 15:30（竹田南高校）・第 48 回大分県小学校長研究大会
（久住公民館，久住総合支所）　・おも城サイトミュージアム 13:00 ～（岡城跡駐車場）※要予約：文化財課 ☎ 63-4818　・大分県都市国民年金協議会総会 13:30 ～（竹田市役所）

15 ㈯ ・国指定重要文化財願成院本堂 “ 愛染堂 ” 御開帳 9:00 ～ 15:00（～ 16 日）
・久住地域人権啓発講演会 19:00 ～ 20:30（久住公民館）

竹田市のこよみ11月2008年

※行政相談に関するお問い合せは、行政相談委員まで（小河晴義　☎ 62–3662、太田正一　☎ 68–2480、渡辺善照　☎ 77–2067、斉藤義昭　☎ 75–2692）

　　岡城・城下町もみじフェスタ　11月1日㈯～24日㈪
○一 店 一 宝 展　1日㈯～24日㈪（竹田商店街）
○レ ト ロ 写 真 館　1日㈯～24日㈪（旧セブンスポーツ）
○イ ザ ベ ル 音 楽 祭　1日㈯　17:30～19:00（隠れキリシタン洞窟礼拝堂〔殿町〕）
○八 幡 山 「 楽 市 楽 座」 8日㈯　10:00～15:00（いこいの広場・NTT駐車場周辺）
○たけた竹灯籠「竹楽」 14日㈮～16日㈰　16:30点火（竹田市街地・歴史の道界隈）
○国指定重要文化財願成院本堂“愛染堂”御開帳　15日～16日　9:00～15:00（願成院）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※拝観料300円

岡の里事業実行委員会創立20周年記念事業
◇岡 の 里 あ ゆ み 展　23日㈰～12月14日㈰
◇ふるさと市民講座
・地 層 観 察 会　23日㈰　10:00～15:00　そうぞうの丘　
　「岡城跡の阿蘇溶結凝灰岩の役割」　　　　  工藤幸久さん　参加料500円
・石 橋 散 策 会　27日㈭　  8:30～12:00　歴史資料館
　「石橋を訪ね、先人の苦労を偲ぶ」　　　　  衛藤頼光さん　参加費200円
・野 鳥 観 察 会　30日㈰　  9:00～10:30　旧給食調理場前広場
　「冬の水辺の野鳥」　　　　　　　　　　　  後藤　聡さん　参加費   無料
・植 物 観 察 会　30日㈰　10:00～12:00　歴史資料館
　「大正公園周辺の植物」　　　　　　　　  　阿孫久見さん　参加費500円
・ビオトープ研修会　30日㈰　14:00～15:30　友建コンクリート前
　「生態系保全の圃場整備」　　　　　　　　  杉浦嘉雄さん　参加費500円
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福　

祉

子
育
て
応
援
カ
ー
ド
事
業
協
賛
店

　

子
育
て
応
援
カ
ー
ド
事
業
と
は
、
市
内
に
住

所
を
有
す
る
18
歳
以
下
の
子
ど
も
を
２
人
以
上

養
育
し
て
い
る
保
護
者
等
に
対
し
、
企
業
や
団

体
、
個
人
商
店
等
に
そ
の
お
店
独
自
の
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　

協
賛
い
た
だ
け
る
お
店
を
ご
紹
介
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

サービス内容
お子様にお菓子プレゼント、レンタカー
10％ off，工賃 10％ off

ミルク用のお湯の提供、事務室を授乳
室として提供、わくわくスタンプ 2 倍

おたのしみ

18 歳未満 1 回 100 円引き

薬膳米 1 袋サービス（1 合）、久住商工
スタンプ 2 倍

2,000 円以上お買い上げの方に粗品進呈

※協賛店は受付順にご紹介しています。

電話番号

63-3210

63-2312

65-2850

68-2278

76-0261

75-2029

協賛店

㈲田部モータース

ハヤシスポーツ

有機野菜と自然食
品の久保田農園

りよう　ごとう

岡商店

㈲しおて

地域

竹田

荻

久住

直入

●
お
問
い
合
せ

　

福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
係

　

☎
63
‐
４
８
１
１

第
４
回
歳
末
助
け
合
い

　
　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー

日
時　

12
月
６
日
㈯

・
昼
の
部　

11
時
開
演
（
10
時
開
場
）

・
夜
の
部　

16
時
開
演
（
15
時
開
場
）

場
所　

竹
田
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

※
各
自
治
会
・
各
種
団
体
・
福
祉
団
体
で
協
力

券
（
１
枚
５
０
０
円
）
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

入
場
の
際
は
必
ず
協
力
券
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
（
当
日
券
も
用
意
し
て
い
ま
す
）

●
お
問
い
合
せ

　

社
会
福
祉
協
議
会　
　

☎
63
‐
１
５
４
４

　

福
祉
事
務
所
管
理
係　

☎
63
‐
４
８
１
１

保
健
衛
生

21
ふ
れ
あ
い
健
康
づ
く
り
の
集
い

　

ア
ク
テ
ィ
ブ
竹
田
会
で
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

に
よ
る
健
康
づ
く
り
を
広
め
る
た
め
、
岡
城
跡

を
周
遊
す
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
を
行
い
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
、
参
加
賞
や
ク
イ
ズ

に
正
解
し
た
方
に
は
豪
華
!?
賞
品
も
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ま
わ
り
の
方
を
お
誘
い
の
う
え
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
８
日
㈯　

開
会
式
９
時
15
分
～

場
所　

竹
田
市
文
化
会
館
前
（
集
合
）

申
込
み　

11
月
５
日
㈬
ま
で
に
①
氏
名
②
希
望

コ
ー
ス
を
健
康
増
進
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

６
㎞
コ
ー
ス　

文
化
会
館
↓
岡
の
里
ト
ン
ネ
ル

↓
岡
城
会
館
↓
仏
舎
利
塔
一
周

４
㎞
コ
ー
ス　

文
化
会
館
↓
仏
舎
利
塔
折
返
し

↓
総
合
運
動
公
園
↓
文
化
会
館

※
タ
オ
ル
・
水
筒
等
ご
持
参
く
だ
さ
い

　

小
雨
決
行
で
す
。
雨
天
の
場
合
は
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

健
康
増
進
課　

☎
63
‐
４
８
１
０

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　

竹
田
市
で
は
、
市
内
に
お
住
ま
い
の
65
歳
以

上
ま
た
は
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
、
じ

ん
臓
、
呼
吸
器
の
機
能
や
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
で
日
常
生
活
行
動
が
極

度
に
制
限
さ
れ
る
程
度
の
障
が
い
（
前
記
内
臓

疾
患
に
よ
る
身
体
障
害
者
手
帳
一
級
程
度
）
を

有
す
る
方
を
対
象
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
を
実
施
し
ま
す
。

期
間　

11
月
１
日
㈯
～
平
成
21
年
１
月
31
日
㈯

料
金　

接
種
料
金
３
、０
０
０
円
の
う
ち
、
自

己
負
担
金
と
し
て
１
、０
０
０
円
を
医
療
機

関
窓
口
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

※
接
種
は
契
約
医
療
機
関
で
の
個
別
接
種
で
す
。

希
望
す
る
医
療
機
関
に
事
前
に
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　

健
康
増
進
課
管
理
係　

☎
63
‐
４
８
１
０

農　

業

農
業
法
人
経
営
セ
ミ
ナ
ー

　

大
分
県
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会
で
は
、

農
業
経
営
の
発
展
を
図
る
方
策
の
一
環
と
し
て

経
営
の
法
人
化
を
考
え
て
い
る
方
が
増
え
て
い

る
中
で
、
法
人
化
の
メ
リ
ッ
ト
、
株
式
会
社
の

設
立
等
を
テ
ー
マ
に
法
人
設
立
に
つ
い
て
の
研

修
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

11
月
19
日
㈬　

10
時
～
16
時

場
所　

つ
る
み
荘
〔
別
府
市
〕

申
込
方
法　

農
林
畜
産
課
農
業
振
興
係
ま
で
お

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

11
月
14
日
㈮
ま
で

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

農
林
畜
産
課
農
業
振
興
係　

☎
63
‐
４
８
０
５

狩　

猟

平
成
20
年
度
狩
猟
免
許
試
験

　
　
　
　
　
　
　
（
網
猟
・
わ
な
猟
）

日
時　

11
月
22
日
㈯　

９
～
17
時

場
所　

大
分
県
庁
舎
（
正
庁
ホ
ー
ル
）

受
付
期
間　

11
月
４
日
㈫
～
14
日
㈮

※
土
日
、
祝
日
を
除
く
。

手
数
料

・
す
で
に
狩
猟
免
許
を
受
け
、
そ
の
有
効
期
間

内
に
他
の
狩
猟
免
許
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

　
　

４
、０
０
０
円
（
１
件
に
つ
き
）

・
新
規
に
狩
猟
免
許
の
取
得
を
希
望
す
る
者

　
　

５
、３
０
０
円
（
１
件
に
つ
き
）

提
出
書
類
（
申
込
時
の
添
付
書
類
）

・
医
師
の
診
断
書
ま
た
は
銃
砲
所
持
許
可
証
の

写
し

・
写
真
（
１
件
に
つ
き
１
枚
）

　

無
帽
、
大
き
さ
（
縦
３
㌢
、
横
２
・
４
㌢
）

・
80
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
１
通

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
県
豊
肥
振
興
局　

農
山
村
振
興
部

　

森
林
・
林
業
第
１
班　

塚
本

　

☎
63
‐
１
１
７
４

11月 1日、イノシシとシカの
狩猟が始まります！

平成20年11月1日～平成21年3月15日
※他の鳥獣の猟期は
　平成20年11月15日～平成21年2月15日

 山へ出かける際はご注意ください。
　　　　   ●お問い合せ

農林畜産課林業振興係 ☎63-4805
荻総合支所産業課　 　☎68-2215
久住総合支所産業課 　☎76-1116
直入総合支所産業課 　☎75-2216

❻
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講　

座

古
文
書
実
践
講
座

　

竹
田
市
歴
史
資
料
及
び
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水

琴
館
で
は
、
大
分
県
立
先
哲
史
料
館
の
協
力
を

受
け
、
古
文
書
の
基
礎
と
扱
い
方
や
可
読
の
基

礎
や
整
理
方
法
を
学
ぶ
「
古
文
書
実
践
講
座
」

を
開
講
し
ま
す
。

　

自
宅
や
地
域
に
伝
わ
る
古
文
書
に
つ
い
て
関

心
を
持
ち
、
取
り
扱
い
方
を
学
び
た
い
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
ま
す
。

日
時
（
全
５
回
）

①
11
月
22
日
㈯　

13
時
30
分
～
17
時

②
11
月
29
日
㈯　

13
時
30
分
～
17
時

③
12
月
６
日
㈯　

13
時
30
分
～
17
時

④
12
月
14
日
㈰　

13
時
30
分
～
17
時

⑤
12
月
20
日
㈯　

13
時
30
分
～
17
時

会
場　

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館
会
議
室

内
容　

県
立
先
哲
史
料
館
研
究
員
に
よ
る
講
義

や
歴
史
資
料
館
職
員
に
よ
る
「
小
河
家
文

書
」
等
の
実
習
を
行
い
ま
す
。

募
集
人
員　

20
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

受
講
料　

無
料

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

竹
田
市
立
歴
史
資
料
館　

☎
63
‐
１
９
２
３

　

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館　

☎
63
‐
２
２
０
０

相　

談

無
料
調
停
相
談
会

　

交
通
事
故
、
金
銭
、
土
地
建
物
等
や
家
庭
の

問
題
等
で
お
困
り
の
方
は
、
調
停
委
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

日
時　

11
月
24
日
㈪　

９
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所　

竹
田
市
文
化
会
館

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
地
方
・
家
庭
裁
判
所
竹
田
支
部

　

☎
63
‐
２
０
４
０

募　

集

し
い
た
け
応
援
隊
員
募
集

　

県
内
の
椎
茸
産
地
で
短
期
に
コ
マ
打
ち
作
業

等
の
応
援
が
で
き
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

　

申
込
後
、
地
区
説
明
会
を
経
て
、
研
修
を
受

け
ま
す
。
大
分
県
椎
茸
農
業
協
同
組
合
に
隊
員

登
録
し
、
紹
介
を
受
け
て
作
業
応
援
を
し
ま
す
。

申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
コ
マ
打
ち
作
業
の
経
験
の
有
無
を
明
記
し

て
、
郵
便
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
等
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
地
区
説
明
会
の
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

（
説
明
会
は
11
月
下
旬
以
降
予
定
）

募
集
期
間　

11
月
20
日
㈭
ま
で

※
研
修
、
登
録
、
紹
介
は
無
料
で
す
。
研
修
終
了

者
の
活
動
に
は
、
最
低
賃
金
を
保
証
し
ま
す
。

　

５
年
間
以
上
の
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

大
分
県
椎
茸
農
業
協
同
組
合

　

〒
８
７
９
‐
７
１
３
１

　

竹
田
市
大
字
拝
田
原
２
５
８
‐
１

　

☎
63
‐
３
１
６
７　

FAX 
63
‐
３
１
６
８

ド
イ
ツ
村
簡
易
宿
泊
所

指
定
管
理
者
募
集

　

竹
田
市
で
は
、
ド
イ
ツ
村
簡
易
宿
泊
施
設
及

び
ド
イ
ツ
村
温
泉
を
管
理
・
運
営
す
る
指
定
管

理
者
を
募
集
し
ま
す
。

施
設
所
在
地　

竹
田
市
直
入
町
大
字
長
湯
８
１

　

９
５
番
地
１
１

指
定
期
間　

平
成
21
年
４
月
１
日
～
平
成
24
年

３
月
31
日

応
募
資
格　

安
定
し
た
管
理
・
運
営
を
行
う
こ

と
が
で
き
、
市
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
す

る
法
人
、
団
体
ま
た
は
グ
ル
ー
プ

主
な
業
務　

宿
泊
施
設
の
利
用
受
付
、
施
設
や

設
備
の
維
持
管
理

募
集
期
間　
　

11
月
４
日
㈫
～
28
日
㈮

募
集
説
明
会　

11
月
18
日
㈫

●
お
問
い
合
せ

　

生
涯
学
習
課　

☎
63
‐
４
８
１
７

英
会
話
教
室
生
募
集

　

Ａ
Ｌ
Ｔ
（
英
語
指
導
助
手
）
の
方
た
ち
と
英

語
の
勉
強
を
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

毎
週
月
曜
日　

19
時
～
21
時

場
所　

竹
田
市
中
央
公
民
館

講
師　

外
国
語
指
導
助
手

　

ケ
ビ
ン
・
ジ
ェ
レ
ミ
ー
・
ゴ
ィ
エ
ッ
テ

　

ナ
ン
シ
ー
・
ヴ
ィ
レ
イ
サ
ッ
ク

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

竹
田
市
中
央
公
民
館　

☎
63
‐
１
０
４
４

公　

売

備
品
・
樹
木
等
の
公
売

　

閉
校
し
た
下
竹
田
小
学
校
及
び
大
分
県
か
ら

竹
田
市
に
譲
渡
さ
れ
た
竹
田
商
業
高
校
の
備

品
・
樹
木
等
の
公
売
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

日
時　

11
月
20
日
㈭

・
旧
下
竹
田
小
学
校　

９
時
30
分
～

・
旧
竹
田
商
業
高
校　

13
時
30
分
～

場
所　

現
地

公
売
の
方
法　

せ
り
売
り

　

※
最
低
価
格
の
設
定
が
あ
り
ま
す
。

公
売
す
る
も
の　

校
舎
・
体
育
館
・
校
庭
等
敷

地
内
に
あ
る
備
品
や
樹
木
等

落
札
金
の
納
付　

落
札
者
は
、
直
ち
に
現
地
に

て
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。
一
定
の
金
額
以
上

に
な
っ
た
場
合
は
、
銀
行
振
込
も
で
き
ま
す
。

落
札
物
の
搬
出　

樹
木
等
の
生
き
物
は
21
年
３

月
末
ま
で
、
そ
の
他
の
物
は
11
月
末
ま
で
。

●
お
問
い
合
せ

　

教
育
委
員
会
総
務
課
施
設
管
理
係

　

☎
63
‐
４
８
１
６



たけたん情報  平成20年11月号 ❽

試　

験

大
分
県
農
業
大
学
校　

一
般
入
学
試
験

日
時　

12
月
５
日
㈮

場
所　

大
分
県
立
農
業
大
学
校
（
豊
後
大
野
市

三
重
町
赤
嶺
２
３
２
８
‐
１
）

定
員　

農
学
部　

60
名

修
業
年
限　

２
年
間

受
験
資
格　

学
校
教
育
法
に
お
け
る
高
等
学
校

を
卒
業
し
た
者
及
び
平
成
21
年
３
月
卒
業
見

込
の
者
並
び
に
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
が

あ
る
と
認
め
ら
る
者

受
付
期
間　

11
月
７
日
㈮
～
19
日
㈬

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
県
立
農
業
大
学
校
教
務
・
学
生
課

　

☎
０
９
７
４
‐
22
‐
７
５
８
１

　

大
分
県
豊
肥
振
興
局
生
産
流
通
部
企
画
・
流

通
班　

☎
63
‐
３
１
７
７
（
内
線
３
１
３
）

求　

人

◇
正
看
護
師
１
人
16
・
５
～
22
・
３
万
（
直
）

◇
一
般
土
木
作
業
員
２
人
19
・
２
～
24
万
（
竹
）

◇
配
達
１
人
17
～
20
万
（
久
）
◇
接
客
雑
用
２

人
13
～
20
万
（
直
）
◇
美
容
師
１
人
11
・
９
～

12
・
４
万
（
竹
）
◇
介
護
及
び
看
護
補
助
３
人

13
・
２
～
13
・
７
万
（
久
）
◇
整
備
全
般
１
人

13
・
５
～
20
万
（
竹
）
◇
医
療
事
務
及
び
販
売

１
人
12
～
13
・
５
万
（
竹
）
◇
重
機
配
送
運
転

手
１
人
20
～
25
万
（
荻
）
◇
事
務
員
１
人
11
万

（
竹
）
◇
歯
科
衛
生
士
１
人
15
～
18
万
（
久
）

◇
保
育
士
１
人
13
・
４
万
（
竹
）
◇
レ
セ
プ
ト

点
検
員
１
人
12
・
２
万
（
竹
）
◇
建
築
技
術
者

２
人
20
～
35
万
（
竹
）
◇
食
品
製
造
１
人
15
～

22
万（
竹
）◇
給
食
調
理
員
１
人
11
・
７
万（
竹
）

《
パ
ー
ト
求
人
（
時
給
）》

◇
商
品
品
出
２
人
７
０
０
円
（
竹
）
◇
介
護

職
員
１
人
７
０
０
円
（
久
）
◇
接
客
係
１
人

６
３
０
円
（
竹
）
◇
運
転
手
１
人
６
２
０
～

７
０
０
円
（
竹
）
◇
縫
製
工
１
人
６
５
０
～

７
０
０
円
（
竹
）
◇
歯
科
衛
生
士
ま
た
は
歯
科

助
手
１
人
８
０
０
～
１
、０
０
０
円
（
竹
）
◇

レ
ジ
係
２
人
６
６
６
円
（
竹
）
◇
接
客
係
１
人

１
、０
０
０
円
（
直
）

　

会
社
等
を
訪
問
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
相
談
室

の
窓
口
で
紹
介
状
を
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
（
竹
）
は
竹
田
地
域
、（
荻
）
は
荻
地
域
、（
久
）

は
久
住
地
域
、（
直
）は
直
入
地
域
の
求
人
で
す
。

●
お
問
い
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
後
大
野

　

竹
田
職
業
相
談
室　

☎
63
‐
１
１
０
１

小児科外来休日当番医院

歯 科 休 日 当 番 医 院

当  番  日 医　療　機　関 電話番号

11月1日㈯ 竹田医師会病院 63-3241
みやわき小児科 0974-24-0230

２日㈰ 公立おがた総合病院 0974-42-3121
３日㈪ 大分県立三重病院 0974-22-7700

８日㈯ 竹田医師会病院 63-3241
みやわき小児科 0974-24-0230

９日㈰ 公立おがた総合病院 0974-42-3121

15日㈯ 竹田医師会病院 63-3241
みやわき小児科 0974-24-0230

16日㈰ 大分県立三重病院 0974-22-7700

22日㈯ 竹田医師会病院 63-3241
みやわき小児科 0974-24-0230

23日㈰ 公立おがた総合病院 0974-42-3121
24日㈪ 公立おがた総合病院 0974-42-3121

29日㈯ 竹田医師会病院 63-3241
みやわき小児科 0974-24-0230

30日㈰ みやわき小児科 0974-24-0230

12月６日㈯ 竹田医師会病院 63-3241
みやわき小児科 0974-24-0230

７日㈰ 大分県立三重病院 0974-22-7700
　受付時間　8:30～11:30　診療時間　9:00～12:00 
※土曜日については、上記当番医以外にも小児科診療を行って

いるところがあります。
○竹 田 医 師 会 病 院　http://www16.ocn.ne.jp/~taketais/
○公立おがた総合病院　http://ogatahp.ddo.jp/
○み や わ き 小 児 科　http://www.miyawaki-kodomo.com/
○大 分 県 立 三 重 病 院　http://www.oita-miebyo.jp/
○豊　肥　保　健　所　http://www.pref.oita.jp/12086/

当  番  日 医　療　機　関 電話番号
11月2日㈰ ふじさわ歯科医院（浦町） 64-1118

3日㈪ 竹田市荻歯科診療所（桜町南） 68-3263
9日㈰ 竹田市荻歯科診療所（桜町南） 68-3263

16日㈰ 長湯ごとう歯科（芋の迫） 75-3001
23日㈰ 長湯ごとう歯科（芋の迫） 75-3001
24日㈪ 高山歯科医院（殿町） 63-2561
30日㈰ 竹下歯科医院（慶順町） 62-2662

12月7日㈰ たけした歯科医院（西古町） 63-3212
※受付可能な時間帯は異なりますので、診療時間をご確認の

上、受診してください。
○大分県歯科医師会　☎097-545-3151　
　http://www.oita-dental-a.or.jp/index.html
受診時の注意点
　当番病院は、やむを得ず変更になる場合があります。受診
される場合は、あらかじめ当番病院または竹田市消防署（☎
63-0119）にお電話で確認されるようお願いします。
　また、院外薬局が休みの場合は、あらかじめ用意された約束
処方となることがありますのでご了承ください。




